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清々しい快晴の５月３日、フレンドリープラザにて「平成２７年度成人式」が行われ
、１７２名の新成人が旧友との再会を懐かしみながら大人の仲間入りをしました。

主 な 内 容
吉里吉里忌２０１５開催 P2～３

P６～７
町のニュース P１０～１１
成人式スナップショット P３２　　 

艶やか着物で新成人

かわにし

選挙結果・議会体制について



　
　
　

　
　
　

　
　
　

町報かわにし　2平成２７年５月１５日

ー実行委員長あいさつ　　
　　　　　　　　阿部　孝夫さん（遅筆堂文庫館長）

吉
里
吉
里
忌
２
０
１
５

ふ
る
さ
と
山
形
川
西
で
、
井
上
ひ
さ
し
を
語
り
継
ぐ

　開催準備にあたり、井上さんの大きさを実感した。実行委員だけ
ではこの吉里吉里忌は開催できなかった。
　この吉里吉里忌を、井上さんの功績・業績を広め、伝えていくた
めの機会としたい。

　４月 19日、町フレンドリープラザにて、井上ひさしさんを偲ぶ「吉里吉里忌」が開催されました。
　井上ひさしさんの没後５年となる今年からふるさとで開催することとなり、演劇分野でゆかり
の深い永井愛さん、平田オリザさん、扇田昭彦さんによる鼎談と、浅田次郎さんによる基調講演
が行われました。
　それぞれが井上さんに抱いている思いや、印象深いエピソードなどを披露し、全国各地から集
まった参加者で超満員となった会場は温かい笑いに包まれていました。
　また、元プラザ演劇学校教頭のさとう修三さんによる「吉里吉里人」の朗読や、川西中学校の
生徒により、井上ひさしさん作詞の「川西町立第一中学校校歌」が披露されました。

ー開催地あいさつ　原田　俊二　川西町長
　この吉里吉里忌を、井上さんの思いをみなさんと語り合えるよ
うな場にしていきたい。
　井上さんから、たくさんの言葉をいただいた。「人らしき人」「ひ
たすら・ひとすじ・ひたむきに」という言葉を子供たちに残して
いただいた。

ー井上ひさしさんとは　鼎
てい
談
だん
「笑いにひそむ真実ー井上演劇の魅力」より　

扇田　昭彦さん（演劇評論家）
　戦後最大の劇作家であったのではないか。しかもそのほとんどが名作
である。
　ある作家が出版した小説の文芸時評を依頼した際、その作家の全集を
すべて購入し、読んだ後に文芸時評を書いてくださり、何の文句も言え
なかった。

永井　愛さん（劇作家・演出家）
　どういう演劇の道を歩んでいったらいいか迷っていた時に、井上さん
が方向性を指し示してくださった。井上さんが切り開いてきた道を歩ん
できた感じがしている。
　井上さんほど「貧しさ」や「戦争」について物語を書いた劇作家はい
ないのではないだろうか。題材の選び方、何を書いたかということが「井
上ひさし」を物語っている。

平田　オリザさん（劇作家・演出家）
　井上さんと仕事で対談した際、こちらで話すテーマを決めて、編集者を通して提案し、
対談に臨んだことがあった。
　すると、こちらで調べた１０倍以上の資料を、当日リュックに入れて持ってきた。
それを見せられ、対談で何を話しても「この人は何でも知っているんじゃないか」と
いう感じを常に抱かされた。
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▲井上ひさしさんが遺してくださった川西町立第一中学校校歌を披露した川西中学校の生徒たち（左）と、その歌詞（右）。
　来年度の吉里吉里忌では、川西町立第二中学校の校歌が披露される予定です。

▲さとう修三さん（元プラザ演劇学校教頭）
   による『吉里吉里人』の朗読
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浅田　次郎さん（作家）
○『鉄道員（ぽっぽや）』で、初めて直木賞を受賞した際、講評で井上さんから「こ
の短編集は4作が大傑作で、4作が大愚作です」と言われた。どれが傑作で、ど
れが愚作かは、結局教えてもらえなかった。

○ペンクラブで中国の作家をお呼びし、一緒にうなぎを食べに行ったことがあっ
た。その時に、中国人と通訳との間で明らかに私語が話されていたが、私語を通
訳しなかったことに対し、「あなたは今通訳の仕事をしているのだから、私語であっ

てもすべてを通訳して話さないといけない」としかったことがあった。
　井上さんははすごく優しく、気配りのできる人であったが、これは間違っているということに関しては絶対に譲ら
ない、芯の強い人だった。

○井上さんは、決して言葉でああだこうだと教える人ではなかったが、仕事からそれが伝わってきた。
　私も、言葉でああだこうだと教えるのではなく、自分の仕事で表していきたいと思った。

○いつも、「こんな時、井上さんだったらどうしただろう。井上さんだったら何と答えただろう」と考えている。これ
は井上さんのことを「尊敬している」ということだろう。

○井上さんは本当に苦労された方だと伺っているが、ただの一つも苦労話を聞いたことがない。井上さんから聞こえ
てくるのはいつも「面白い話」ばかりだった。

ー印象に残っている井上ひさしさんとのエピソード
　　　　　　　　　　　基調講演「井上ひさしと私」より　

▲「吉里吉里忌が『時間のユートピア』になること
　を願っています。」と述べられた井上ユリ夫人
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第
5
次
川
西
町
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す

　
町
で
は
、
平
成
17
年
度
に
「
第
４
次
川
西
町
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、
翌
年
度
か
ら
そ
の
計
画
を
基
に
、

住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指
し
て
、
様
々
な
事
業
や
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
が
、
今
年
度
、
計
画
期
間
の
最
終
年
度
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
町
で
は
、
次
期
計
画
と
し
て

「
第
５
次
川
西
町
総
合
計
画
」
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
町
報
で
は
、
今
月
号
か
ら
、
計
画
の
策
定
状
況
な
ど
に
つ
い
て
随
時
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

 

総
合
計
画
と
は
？

　
総
合
計
画
は
、
10
年
後
の
町
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の

具
体
的
な
施
策
な
ど
を
示
す
も
の
で
す
。

　
本
町
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を
見
極
め
、
特
性

や
課
題
な
ど
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
将
来
ど
の
よ
う
な
町
に
し

て
い
く
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
手
法
で
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
、
そ
れ
ら
を
総
合
的
・
体
系
的
に
取
り
ま
と
め
た
も
の
が
、

「
総
合
計
画
」
に
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
現
在
、
取
り
組
ま
れ
て
い
る
６
次
産
業
化
の
推
進

や
、
平
成
21
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
地
区
公
民
館
の
地
区
交

流
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
行
な
ど
も
、
第
４
次
総
合
計
画
を
基
に
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

計
画
策
定
の
基
本
的
な
考
え
方

　
川
西
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
基
づ
く
、
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
原
則
で
あ
る
「
情
報
の
共
有
」、「
町
民
参
画
」
を
基
本
に
、

町
民
と
町
が
一
緒
に
な
っ
て
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

 

総
合
戦
略
も
策
定
し
ま
す

　
国
が
昨
年
11
月
に
定
め
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
法
」
で
は
、
各
市
町
村
単
位
で
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
と
い
う
戦
略
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、「
総
合
計
画
」

と
連
動
し
な
が
ら
、こ
の「
総
合
戦
略
」の
策
定
に
あ
た
っ

て
い
き
ま
す
。

 

総
合
戦
略
と
は
？

　
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
的
確
に
対
応
し
、
人
口

の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、
住
み
良
い
環
境

を
確
保
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
町
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の
創
生
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
し
て
い
く
た
め
の
戦

略
計
画
に
な
り
ま
す
。

 

総
合
計
画
と
の
関
係
は
？

　
総
合
計
画
が
町
の
総
合
的
な
振
興
・
発
展
な
ど
を
目
的

と
し
て
い
る
一
方
、
総
合
戦
略
は
、
人
口
減
少
克
服
、
地

方
創
生
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
総
合
戦
略
に
お

い
て
は
、
数
値
目
標
な
ど
の
設
定
も
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

まちづくり委員会では、町

の課題などについて議論い

ただきました。▶

▲昭和 51 年に第１次総合計画（左上）が策

定され、今回が第５次の総合計画になります。

◀昨年 7月、まちづくり委員

会に対し、総合計画の策定に

ついて諮問しました。
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ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト

　結
果
報
告

　新
し
い
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
昨
年
度
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
お
考
え
を
広
く
お
聴
き
す
　

る
た
め
に
、「
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　ご
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
へ
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
　

結
果
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

　な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
主
な
回
答
の
み
の
掲
載
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
細
の
回
答
結
果
に
つ
い
て
は
、
町
の
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
期
計
画
へ
の
ご
意
見
、
ご
提
案
と
し
て
、
計
画
の
策
定
に
活
用
し
　

て
い
き
ま
す
。

○アンケート調査の概要
■　調査の目的
　　町民各層の意識把握、並びに町の課題及びニーズ等の抽出
■　調査方法
　　調査期間：平成 26年９月 19日～平成 26年 10月６日
■　調査対象
　　20歳から 80歳までの町民 2,000 名を無作為に抽出
■　配布数等
　　配布数：2,000 件　　回収数：848 件
　　回収率：42.4％（前回（平成 17年実施）40.5％）
問　川西町の「住みやすい」と思うところ（２つまで○）

回答 回答人数 回答率
１　教育環境が整っている ３３ ３．９％
２　保健医療福祉体制が整っている １１９ １４．０％
３　高齢者福祉環境が整っている ４３ ５．１％
４　自然環境がいい ４１４ ４８．８％
５　就労環境がいい ２ ０．２％
６　近所づきあいなど人間関係が良い １９７ ２３．２％
７　災害が少なく、防災関係が整っている ３５８ ４２．２％
８　通勤・通学が便利である ２６ ３．１％
９　買い物がしやすい ５４ ６．４％
10　子育てがしやすい ２４ ２．８％
11　スポーツ・文化施設が整っている １４ １．７％
12　その他 １６ １．９％
13　特にない １０７ １２．６％

問　川西町の「住みにくい」と思うところ（2つまで○）

問　今後のまちづくりで特に力を入れていくべき
こと（2つまで○）

○町の面積が広すぎて、地域に分散されているので、重点的に公共

費を充てる事ができにくくなっていると思います。地域の反対はあ

るかもしれないが、プランに基づいた集中したまちづくりが必要だ

と思います。（４０代・男性）

○新しいものを追い求めるだけでなく、「今あるもの」や「今良いと思

うもの」を「どうＰＲするか」、「どうより良くしていくか」にも力を

いれてまちづくりを行っていただければと思います。（３０代・女性）

　自由意見の一部を紹介します

　約半数が「4. 自然環境の良さ」を挙げています。また「7. 災害が少ない」は、東日
本大震災や平成 26年 7月の豪雨災害などで、被害が最小限だったことが強く意識に残っ

ているものと考えられます。「13. 特にない」が 5位に入った点も特筆すべき事項です。

回答 回答人数 回答率
１　教育環境が整っていない ２８ ３．３％
２　保健医療福祉体制が整っていない ５０ ５．９％
３　高齢者福祉環境が整っていない ７２ ８．５％
４　自然環境が厳しい（雪が多い） ３６５ ４３．０％
５　就労の場が少ない ４０９ ４８．２％
６　近所づきあいなど人間関係が難しい ５７ ６．７％
７　防犯、防災体制が整っていない １１ １．３％
８　通勤・通学が不便である ２０５ ２４．２％
９　買い物がしにくい １８１ ２１．３％
10　子育てがしにくい ３２ ３．８％
11　スポーツ・文化施設が整ってない ５６ ６．６％
12　その他 ３２ ３．８％
13　特にない ３６ ４．２％

　約半数が「5. 就労の場が少ない」を、「4. 自然環境が厳しい（雪が多い）」の回答率も
４割を超え、以上の２項目が住みやすさの向上、さらには、人口流出の抑制及び定住化

を推進するための大きな課題であると考えられます。

回答 回答人数 回答率
１　防災・防犯体制の充実 ２７ ３．２％
２　生活基盤の整備 ８４ ９．９％
３　産業の振興（町民所得の向上） ２２７ ２６．８％
４　雇用の確保 ２２３ ２６．３％
５　自然環境の保全 ２７ ３．２％
６　子育て環境の充実 １０５ １２．４％
７　保健・医療環境の充実 ５４ ６．４％
８　高齢者・障がい者福祉の充実 １１９ １４．０％
９　学校教育、生涯学習環境の充実 ３８ ４．５％
10　人口流出の抑制（定住の促進） ２２０ ２５．９％
11　賑いのあるまちづくりの推進 １３２ １５．６％
12　協働のまちづくりの推進 ４１ ４．８％
13　地域公共交通の充実 １１０ １３．０％
14　「克雪」「利雪」の取り組みや除排雪体制の充実 １９７ ２３．２％
15　その他 １２ １．４％

　「３. 産業の振興」、「4. 雇用の確保」、「10. 人口流出の抑制」がほぼ同じ回答

率で高くなっていることから、この 3つが大きな課題であり、特に力を入れて

いくべきことであるという方向性について確認できます。



川西町議会議員選挙結果
投票率６８．６１％

平成２７年４月２６日執行

●投票所別投票率

投票区 投票所 当日の
有権者数 投票率

１ 中央公民館 １，５２８ ６７．０２

２ 小松保育所 １，６９１ ６４．８１

３ 農村環境改善センター ９２６ ５７．０２

４ 大塚地区交流センター １，８２６ ７３．５５

５ 犬川地区交流センター ８５４ ７５．５３

６
総合コロニー希望が丘
体育館

７４９ ５５．９４

７ 美郷幼稚園 １，９４６ ６９．５８

８ 中里公民館 ５７６ ６４．４１

９ 中程集落センター ２６７ ８５．３９

１０ 玉庭地区交流センター ４３２ ７０．３７

１１ 朴沢部落公民館 １７３ ７５．７２

１２ 東沢活性化センター ５２３ ８２．０３

１３ 吉島地区交流センター １，６２４ ６６．３８

１４ 尾長島西公民館 ５６１ ７７．１８

合　　計 １３，６７６６８．６１

候補者名 得票票数

当選　遠藤　章一 　８４６

当選　金子　一郎  ７０５

当選　伊藤　寿郎 　　  ６９１．５４８

当選　鈴木　幸廣 　　  ６８６．８０３

当選　髙梨　勇吉 ６７５

当選　斉藤　智志 　　  ６５５．５４７

当選　加藤　俊一  ５８９

当選　伊藤　進 　　  ５６８．４５１

当選　神村　建二 ５５３

当選　齋藤　修一 ５４２．４５２

当選　佐々木賢一  ５４０

当選　鈴木清左衛門 ５３８．１９６

当選　淀　　秀夫 ４６４

当選　髙橋　照夫 ４５３

当選　橋本　欣一  ４３１

　　　渡部　秀一 ３５０

●候補者別得票数

町報かわにし　6平成２７年５月１５日

議会の新体制が
決まりました町

　５月１日に行われた平成２７年第２回川西町議会
臨時会において、次のとおり議長、副議長をはじめ、
各委員会委員が選任されました。（敬称略）

【議　　　長】
加藤　俊一

【副 議 長】
髙橋　照夫

常任委員会
委員会名 委員長 副委員長 委員

総務文教常任委員会 斉藤　智志 神村　建二
佐々木賢一　齋藤　修一　
髙橋　照夫　鈴木　幸廣　

伊藤　寿郎　　　　　　　

産業厚生常任委員会 金子　一郎 橋本　欣一
髙梨　勇吉　淀　　秀夫　
遠藤　章一　鈴木清左衛門
伊藤　　進　　　　　　　

広報広聴常任委員会 佐々木賢一 橋本　欣一 鈴木清左衛門　鈴木　幸廣

伊藤　　進　　伊藤　寿郎

議会運営委員会
委員長 副委員長 委員
遠藤　章一 淀　秀夫 　　　　佐々木　賢一・金子　一郎・齋藤　修一・斉藤　智志

予算特別委員会
委員長 副委員長 委員
淀　秀夫 齋藤　修一 　　　　議長を除く全議員

その他議会選出組合議会議員

置賜広域行政事務組合議会議員 　　　　齋藤　修一・橋本　欣一

置賜広域病院組合議会議員 　　　　加藤　俊一・金子　一郎・斉藤　智志

議会選出監査委員 　　　　髙梨　勇吉

7　町報かわにし 平成２７年５月１５日
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川
西
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
が
始
動
し
ま
す

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
と
は
？

　フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
、
育
児
の
援
助
を
受
け

た
い
人
と
行
い
た
い
人
が
会
員
と

な
り
、
助
け
合
う
会
員
組
織
で
す
。

お
互
い
に
助
け
た
り
助
け
ら
れ
た

り
し
な
が
ら
、
子
育
て
を
支
援
す

る
た
め
の
会
員
間
の
橋
渡
し
を

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
が
担
い
ま
す
。
川
西
町
で
は

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し

ま
す
。

ど
の
よ
う
な
人
が
会
員
に

な
れ
ま
す
か
？

◆
利
用
会
員
（
子
育
て
の
お
手
伝

い
を
し
て
欲
し
い
方
）

　町
内
在
住
の
方
、
ま
た
は
町
内

に
勤
務
し
て
い
る
方
で
、
生
後

３
ヶ
月
か
ら
小
学
生
６
年
生
以
下

の
子
ど
も
の
保
護
者

◆
協
力
会
員
（
子
育
て
の
お
手
伝

い
が
で
き
る
方
）

　町
内
在
住
で
心
身
と
も
に
健
康

な
方
。
ご
自
宅
で
お
子
さ
ん
を
預

か
る
こ
と
が
で
き
る
方

◆
両
方
会
員

　利
用
会
員
と
協
力
会
員
の
両
方

が
で
き
る
方

例
え
ば
こ
ん
な
時
に

利
用
で
き
ま
す

　保育施設・塾・スポ少の

　送り迎えをお願いしたい

　保育施設の時間外や学校

　の放課後などに子どもを

　預かってほしい

　保護者の買い物や通院な

　どの外出の際に子どもを

　預かってほしい

　保護者の病気や冠婚葬祭

　などの急用時に子どもを

　預かってほしい

＊実際に利用する場合の手順＊

　　１０月からの本格的な実施に向け、協力会員を募集します。協力会員の方に
　　は、後日講習を受講していただきます。子育ての経験を生かしたい方、空い
　　た時間を有効に活用したい方、地域の子育てサポーターとして活躍してみま
　　せんか。
　　【協力会員申込み方法】
　　会員申込書に必要事項を書いてお申し込みください。申込書は町教育総務課、
　　子育て支援センターにあります。
　　※なお、利用会員の募集は、体制が整い次第お知らせします。
　　問子育て支援センター　〒 999-0214　川西町大字吉田 5476-3　☎ 44-2822

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら 

☎
44

－

２
８
２
２

5
月
27
日
㊌
　
身
体
測
定
・
小
麦
粉
粘
土
で
遊
ぼ
う

６
月
９
日
㊋
　
お
に
ぎ
り
を
も
っ
て
お
散
歩
し
よ
う

＊
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

＊
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室
　
午
前
９
時
～
（
要
予
約
）

  

５
月
18
日
㊊
　
６
月
15
日
㊊
　
申
込
・
問
町
教
育
総
務
課 

☎
42

－

６
６
７
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　だ
よ
り

＊
町
立
幼
稚
園
、
へ
き
地
保
育
所
施
設
開
放
日

玉
庭
保
育
所
　

5
月
26
日
㊋
　
10
時
00
分
～
11
時
00
分

美
郷
幼
稚
園
　

6
月
2
日
㊋
　
10
時
00
分
～
11
時
00
分

＊
お
ぼ
ご
ん
カ
フ
ェ
（
子
育
て
サ
ロ
ン
）

6
月
16
日
㊋
10
時
30
分
～
11
時
30
分
　
簡
単
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

参
加
費
５
０
０
円
　
定
員
10
名
　
要
予
約

★援助を受ける場合、援助活動を行う場合、それぞれの会員登録が必
　要となります。登録は無料です。
★援助を受けた後は利用した時間に合わせて、利用会員が協力会員に
　料金を支払います。

利用料金 (１時間当たり )
　　　　　　　　平日 (7 時 -19 時 ) 　　６００円
　　　　　　　　平日 ( 上記以外 )　　　７００円
　　　　　　　　土・日・祝日　　　     ８００円

アドバイザー
（ファミリー・サポート・センター）

利用会員 協力会員
③事前打ち合わせ

④相互援助活動

（活動終了後、報酬の受渡し）

①援助依頼
②あっせん

子どものお迎えをお
願いします。

わかりました。
協力会員さんを紹介し
ます。

はい、わかりました。

協力会員募集

9　町報かわにし 平成２７年５月１５日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
紹
介
し
ま
す

　
町
で
は
、
4
月
24
日
に
小
松
小
学
校
・
大
塚
小
学
校
・
中
郡
小
学
校
・
吉
島
小
学
校
の
４
校
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
指
定
証
の
交
付
を
行
い
、
町
内
の
す
べ
て
の
小
学
校
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に

指
定
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は
ど
の
よ
う
な
制
度
な
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は
？

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は
、
学
校
運
営
に
保
護
者
や

地
域
住
民
が
参
加
し
、
学
校
と
地
域
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
地

域
の
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
制
度
で
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
指
定
さ
れ
た
学
校
は
、
保
護

者
や
地
域
住
民
が
メ
ン
バ
ー
と
な
る
「
学
校
運
営
協
議
会
」
を

定
期
的
に
開
催
し
ま
す
。

　
会
議
で
は
、
学
校
教
育
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
項
目
に
つ
い

て
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
テ
ー
マ

　
町
で
は
、
こ
の
制
度
の
テ
ー
マ
を
『
郷
土(

ふ
る
さ
と)

と

と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
』
と
し
て
、
次
の
３
つ
の
ね
ら
い
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

⑴
ま
ち
の
未
来
を
担
う
児

　
童
・
生
徒
を
育
成
し
ま

　
す
。

⑵
学
校
運
営
の
更
な
る

　
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

⑶
郷
土
に
愛
着
を
持
ち
、

　
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
児

　
童
・
生
徒
を
育
成
し
ま

　
す
。

▲指定証を交付する小野教育長（左）と

　　　　　　　　　受け取る小松小の金子校長（右）

▲高山小学校の学校運営協議会の様子

学
校
運
営
協
議
会
の
権
限

　
学
校
運
営
協
議
会
に
は
、
３
つ
の
権
限
が
あ
り
ま
す
。

⑴
校
長
が
作
成
す
る
学
校
教
育
の
基
本
方
針
を
承
認
し
ま
す
。

⑵
学
校
運
営
に
関
し
、
校
長
ま
た
は
教
育
委
員
会
に
意
見
を
述

　
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑶
学
校
の
先
生
方
の
任
用
に
関
す
る
意
見
を
述
べ
る
と
が
で
き  

　
ま
す
。

　
以
上
３
つ
の
権
限
を
持
ち
な
が
ら
、
学
校
運
営
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
き
ま
す
。

期
待
さ
れ
る
効
果

　
こ
の
制
度
に
よ
り
、
４
つ
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

⑴
学
校
と
地
域
の
一
層
の
連
携

　
地
区
セ
ン
タ
ー
や
学
校
支
援
地
域
本
部
な
ど
、
関
連

　
団
体
と
の
連
携
が
深
ま
り
ま
す
。

⑵
学
校
課
題
の
解
決

　
学
校
が
も
つ
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
、
地
域
と
一

　
体
と
な
っ
て
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑶
児
童
・
生
徒
の
変
化

　
地
域
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

⑷
地
域
へ
の
波
及
効
果

　
地
域
と
と
も
に
学
校
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
さ
ま
ざ
ま

　
な
波
及
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

東
沢
小
学
校
の
実
践
紹
介

　
平
成
25
年
度
に
指
定
し
た
東
沢
小
学
校
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
よ
る
新
た
な
実
践
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

○
あ
い
さ
つ
で
地
域
見
守
り
活
動

　「
学
校
を
離
れ
る
と
挨
拶
の
声
が
小
さ
い
」、「
子
ど

も
達
の
登
下
校
の
安
全
を
確
保
し
た
い
」
と
い
う
学
校

課
題
を
解
決
し
、
ま
た
地
域
の
活
性
化
も
期
待
で
き
る

活
動
と
し
て
昨
年
度
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

　
地
区
全
戸
に
黄
色
い
タ
ス
キ

（
写
真
）
を
配
り
、
住
民
の
皆

さ
ん
が
タ
ス
キ
を
肩
に
か
け
、

散
歩
を
し
な
が
ら
子
ど
も
達
を

見
守
る
、
地
区
一
体
と
な
っ
た

あ
い
さ
つ
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
ご
意
見
等
は
こ
ち
ら
へ

問
町
教
育
総
務
課
　
☎
42
‐
６
６
５
９



ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
は
３
月
31
日
午
前
12
時
で
終
了
し
ま
す
。引
き
続
き
テ
レ
ビ
を
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
に
地
デ
ジ
の
準
備
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

　
４
月
19
日
、
川
西
町
春
季
消
防
演
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
演
習
は
、
消
防
団
員
が

日
頃
訓
練
し
て
い
る
成
果
を
点
検
す
る
と
と

も
に
、
住
民
の
安
心
安
全
を
守
る
意
識
を
高

め
る
た
め
に
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　
上
小
松
美
女
木
地
内
で
、
消
防
団
員
な
ど

約
６
０
０
名
が
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
や
救
護
訓

練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
総
合
運
動
公
園
多
目
的
運
動
場

で
、
新
入
団
員
各
個
訓
練
や
小
隊
に
よ
る
行

進
間
訓
練
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、

長
年
団
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
・
分
団

へ
の
各
種
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

４／１ ９

本
番
を
想
定
し
た
実
践
的
な
演
習～川

西
町
春
季
消
防
演
習
～

▲上小松美女木地内で火災防ぎょ訓練を行う消防団員

　
4
月
13
日
、
大
塚
小
学
校
の
1
、
2
年
生

合
わ
せ
て
41
人
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全
教

室
を
行
い
ま
し
た
。

　
始
め
は
、
教
室
で
ビ
デ
オ
や
交
通
指
導
員

の
先
生
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
横
断
歩
道
の

渡
り
方
な
ど
を
勉
強
し
、
そ
の
後
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
模
擬
信
号
機
を
使
っ
た
歩
行
練
習

と
、
路
上
で
の
歩
行
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
信
号
機
が
青
に
な
る
と
「
右
よ
し
、
左
よ

し
、
後
ろ
よ
し
、
前
よ
し
」
と
元
気
よ
く
安

全
確
認
を
行
い
、
し
っ
か
り
と
手
を
挙
げ
な

が
ら
歩
行
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

▲信号が青になり、安全確認を行う一年生達

４／１ ３

右
よ
し
、
左
よ
し
、
後
ろ
よ
し
、
前
よ
し

～
大
塚
小
学
校
交
通
安
全
教
室
～

　
４
月
13
日
、
川
西
町
中
心
市
街
地
活
性
化

検
討
委
員
会
の
藤
島
英
一
委
員
長
よ
り
都
市

計
画
税
課
税
区
域
に
お
け
る
「
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

の
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
プ
ラ
ン
は
、
全
部
で
42
項
目
で

１
　
市
街
地
整
備
改
善
の
た
め
の
事
業
　

２
　
商
業
活
性
化
の
た
め
の
事
業
　
　

３
　
そ
の
他
事
業

な
ど
の
具
体
案
が
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
藤
島
委
員
長
か
ら
、『
今
後
策
定
さ
れ
る

「
第
５
次
川
西
町
総
合
計
画
」
へ
反
映
し
、

中
心
地
活
性
化
の
指
針
と
し
て
ほ
し
い
』
と

の
意
見
が
添
え
ら
れ
ま
し
た
。

▲アクションプランを提案する藤島委員長（右）
　と、受け取る原田町長（左）

４／１ ３

中
心
市
街
地
を
活
性
化
さ
せ
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
提
案
～

　
4
月
21
日
、
浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
昨
年
10
月
か
ら
改
修
工
事
を
行
い
、
ダ
リ

ア
の
花
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ガ
ラ
ス
モ
ザ
イ
ク

の
設
置
、
エ
レ
ベ
ー
タ
の
設
置
や
、
開
放
的

な
レ
ス
ト
ラ
ン
、
広
く
な
っ
た
大
宴
会
場
、

シ
ン
グ
ル
や
ツ
イ
ン
の
部
屋
も
増
設
し
、
さ

ら
に
親
し
み
や
す
い
施
設
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
休
業
期
間
中
に
研
修
を
受
け
、
サ

ー
ビ
ス
が
さ
ら
に
向
上
し
た
従
業
員
が
皆
さ

ま
を
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
新
し
く

な
っ
た
ま
ど
か
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▲従業員を紹介する島貫支配人（右）

４／２１

施
設
も
お
も
て
な
し
の
心
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

～
浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
～
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5
月
4
日
、
川
西
ダ
リ
ヤ
園
周
辺
を
特
設

コ
ー
ス
と
し
、
第
11
回
ま
ど
か
カ
ッ
プ
3
時

間
耐
久
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
東
北
地
方
を

中
心
に
、
全
国
各
地
か
ら
約
２
０
０
名
、
幼

稚
園
児
か
ら
、
46
歳
以
上
ま
で
と
、
幅
広
い

年
齢
層
の
ラ
イ
ダ
ー
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
幼
児
部
門
、
小
学
生
部
門
、
三
時
間
耐
久

ソ
ロ
部
門
、
3
時
間
耐
久
男
子
部
門
と
混
合

部
門
に
分
か
れ
て
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
、
各
選

手
と
も
快
晴
の
中
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
か
き

な
が
ら
コ
ー
ス
内
を
走
行
し
て
い
ま
し
た
。

▲スタートの合図で一斉に飛び出す選手たち

５／４

快
晴
の
中
、
大
人
も
子
ど
も
も
全
力
で

～
第
11
回
ま
ど
か
カ
ッ
プ
3
時
間
耐
久
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
大
会
～

　
こ
の
４
月
か
ら
本
町
の
小
中
学
校
や
幼
児

施
設
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
と
し

て
指
導
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

「
テ
イ
ラ
ー
・
カ
ー
ソ
ン
　
ピ
ア
ー
ス
」
さ

ん（
ア
メ
リ
カ・オ
ク
ラ
ホ
マ
州
出
身
）で
す
。

　
カ
ー
ソ
ン
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
で
は
児
童
福

祉
士
と
し
て
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
厚
生
局
に
勤
務

さ
れ
、
ピ
ア
ノ
・
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
・
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
が
得
意
で
す
。

　
カ
ー
ソ
ン
さ
ん
は
、
各
学
校
を
訪
問
し
、

英
語
の
補
助
教
員
と
し
て
勤
務
し
ま
す
。
町

で
お
会
い
し
た
ら
気
軽
に
お
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。

新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
を
紹
介
し
ま
す
。

▲あああ

　
5
月
5
日
の
こ
ど
も
の
日
、
町
内
小
松
地

区
を
中
心
に
「
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
＆
ひ
ょ
う

た
ん
島
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ま
ん
ま

る
太
鼓
キ
ッ
ズ
に
よ
る
演
奏
、
置
賜
農
業
高

等
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
、
Ｎ
Ｃ
Ｖ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
９
ち
ゃ
ん
」
と
一
緒
に
踊

る
9
ち
ゃ
ん
体
操
、
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
は
、
友
達
同
士
や
家

族
で
約
60
名
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー

ス
で
ま
ち
歩
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

▲９ちゃん体操を元気に踊る子供たち

５／５

こ
ど
も
の
日
は
、
小
松
の
ま
ち
が
遊
び
場
に

　
　
　
　
　
～
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
＆
ひ
ょ
う
た
ん
島
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
～

　
4
月
27
日
～
29
日
の
3
日
間
、
山
形
県
縦
断

駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
、
南
陽
・
東
置
賜

チ
ー
ム
が
み
ご
と
優
勝
し
ま
し
た
。

　
4
月
29
日
は
置
賜
地
域
が
会
場
と
な
り
、
本

町
役
場
前
で
タ
ス
キ
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
本
町
役
場
前
で
は
、
大
勢
の
観
客
が
見
守
る

中
、
走
り
終
え
た
選
手
に
は
「
お
疲
れ
様
。
よ

く
や
っ
た
。
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
声
援
が
送

ら
れ
、
タ
ス
キ
を
受
け
取
っ
た
選
手
に
は
「
が

ん
ば
れ
よ
」
と
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、
南
陽
・
東
置
賜
チ
ー
ム
が
通
過
し
た

時
に
は
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

４／２７
～２９

疾
走
！
激
走
！
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
４
連
覇
！
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
山
形
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
～

▲本町役場前でタスキを繋ぐ南陽・東置賜チーム
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幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室

　
お
子
さ
ん
の
言
葉
の
遅
れ
や
話

し
方
な
ど
に
関
す
る
心
配
に
つ
い

て
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（
町
教
育
委
員
会
の
相
談
機
関
）

▼
日
時
：
月
１
回
（
第
３
月
曜
日
）

※
要
予
約

▼
場
所
：
川
西
町
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
こ
あ
ら
内
（
旧
吉
島
幼

稚
園
）

▼
方
法
：
来
所
相
談
（
言
語
聴
覚

士
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
等
）

問
町
教
育
委
員
会 

教
育
総
務
課 

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ 

☎
42 

－

６
６
７
１

月
～
金
曜
日
（
平
日
）
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
（
祝
日
除
く
）

教
育
相
談

　
養
育
や
就
学
等
、
教
育
に
関
す

る
様
々
な
相
談
を
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

問
町
教
育
委
員
会 

教
育
総
務
課 

教
育
総
務
グ
ル
ー
プ 

☎
42

－

６
６
５
９

月
～
金
曜
日
（
平
日
）
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
（
祝
日
除
く
）

教
育
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
お
子
さ
ん
の
発
達
に
関
す
る
全

般
的
な
心
配
ご
と
に
つ
い
て
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
県

教
育
委
員
会
の
相
談
機
関
）

▼
予
約
受
付
：

☎
０
２
３

－

６
５
４

－

８
１
８
１

●
教
育
ダ
イ
ヤ
ル
：
月
～
金
曜
日

（
平
日
）
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
（
祝
日
除
く
）

●
来
所
相
談
：
月
～
金
曜
日
（
平
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
祝
日
除
く
）

に
こ
に
こ
相
談

▼
方
法
：
来
所
相
談

▼
場
所
・
期
日
・
申
込
締
切
：

○
米
沢
会
場「
県
立
米
沢
養
護
学
校
」

○
長
井
会
場
「
長
井
市
置
賜
生
涯

学
習
プ
ラ
ザ
」

▼
申
込
先
：
両
会
場
同
じ

問
【
第
１
・
３
・
４
回
】
山
形
県

教
育
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３

－

６
５
４

－

６
０
６
０

月
～
金
曜
日
（
平
日
）
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
（
祝
日
除
く
）

問
【
第
２
回
】
町
教
育
委
員
会 

教
育
総
務
課 

教
育
総
務
グ
ル
ー
プ

☎
42

－

６
６
５
９

※
第
２
回
の
相
談
日
は
、
特
に
就

学
に
関
す
る
相
談
と
な
り
、
市

町
村
も
関
わ
り
ま
す
。

地
域
教
育
相
談
窓
口

　
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の

た
め
の
相
談
窓
口
で
す
。
専
門
の

先
生
が
言
葉
の
相
談
や
指
導
に
あ

た
ら
れ
ま
す
。（
県
教
育
委
員
会

教
育
相
談
事
業
）

▼
方
法
：
電
話
相
談
や
来
所
相
談

（
来
所
は
要
予
約
）

▼
日
時
：
月
・
火
・
水
曜
日
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

問
米
沢
市
立
万
世
小
学
校
内
　

☎
０
２
３
８

－

28

－

０
２
８
０

問
長
井
市
立
致
芳
小
学
校
内
　

☎
０
２
３
８

－

84

－

２
０
０
２

身
近
な
相
談
会
を

ご
案
内
し
ま
す
。

長
井
会
場

第１回 6月５日㈮ 5月2２日㈮
第２回 7月23日㈭ ６月２９日㈪
第３回 10月16日㈮10月　2日㈮
第４回 1月25日㈪ 1月1２日㈫

特
設
人
権
相
談
所

　
6
月
1
日
は
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」で
す
。
人
権
擁
護
委
員
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を

受
け
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を

し
た
り
、
法
務
局
の
職
員
と
協
力

し
て
人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
の

救
済
を
し
た
り
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
も
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
特
設
人
権
相
談
所
を

次
の
と
お
り
開
設
し
、
町
の
人
権

擁
護
委
員
が
受
け
付
け
ま
す
。

　
夫
婦
・
家
族
間
の
い
ざ
こ
ざ
、

学
校
で
の
い
じ
め
、
子
供
・
高
齢

者
へ
の
虐
待
、
近
所
と
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で

も
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
い
た

し
ま
す
。

▼
日
時
：
６
月
３
日
㈬
午
後
１
時

30
分
～
４
時

▼
場
所
：
生
き
が
い
交
流
館

※
毎
週
月
曜
・
金
曜
に
山
形
地
方

法
務
局
米
沢
支
局
に
お
い
て
も
、

支
局
管
内
人
権
擁
護
委
員
に
よ

り
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
町
住
民
生
活
課 

戸
籍
住
民
　

グ
ル
ー
プ 

☎
42

－

６
６
１
５

問
山
形
地
方
法
務
局
米
沢
支
局 

☎
０
２
３
８

－

22

－

２
１
４
８

弁
護
士
に
よ
る
住
ま
い
の

無
料
法
律
相
談

▼
日
時
：
６
月
18
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～

▼
場
所
：
置
賜
総
合
支
庁
５
階
　

５
０
３
会
議
室

▼
定
員
：
先
着
４
名

　（
相
談
時
間
は
１
人
40
分
程
度
）

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

問
県
営
住
宅
指
定
管
理
者

㈱
西
王
不
動
産 

置
賜
事
務
所

☎
０
２
３
８

－

24

－

２
３
３
２

不
法
投
棄
及
び
　
　
　
　

海
岸
漂
着
ご
み
削
減
月
間

　
5
月
は
不
法
投
棄
及
び
海
岸
漂

着
ご
み
削
減
月
間
で
す
。

　
ご
み
を
み
だ
り
に
捨
て
る
と
法

律
で
処
罰
さ
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
の
マ
ナ
ー
と
協
力
で
、
不
法
投

棄
を
な
く
し
、
地
域
の
美
し
い
環

境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
不
法
投
棄
１
１
０
番
】

問
置
賜
総
合
支
庁
環
境
課
内

☎
０
２
３
８

－
26

－

６
０
３
４

▼
開
設
日
時
：
平
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

【
川
西
町
不
法
投
棄
窓
口
】

問
町
住
民
生
活
課
生
活
環
境

グ
ル
ー
プ
☎
42

－

６
６
１
８

米
沢
会
場

期　日 申込締切
第１回 6月　９日㈫ ５月２６日㈫
第２回 7月30日㈭ 7月　６日㈪
第３回 10月２７日㈫ 10月13日㈫
第４回 1月２７日㈬ 1月13日㈬

一人で悩まず、お気軽に　　ご相談ください ! ! !
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中
東
人
道
危
機
救
援
金
の

受
付
に
つ
い
て

　
中
東
地
域
に
お
い
て
は
紛
争
犠

牲
者
は
い
ま
な
お
多
く
、
支
援
を

必
要
と
す
る
地
域
が
広
域
に
及
ぶ

こ
と
か
ら
、
新
た
に
受
付
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

▼
受
付
期
間
：
平
成
27
年
４
月
１ 

　
日
㈬
～
平
成
28
年
３
月
31
日
㈭

▼
受
付
方
法
：
町
住
民
生
活
課
付

　
近
の
「
募
金
受
付
コ
ー
ナ
ー
」

　
に
設
置
の
募
金
箱
に
よ
る
受
付

※
領
収
書
が
必
要
な
方
は
、
健
康

福
祉
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
３
５

平
成
27
年
度
慰
霊
巡
拝

▼
実
施
地
域:

①
旧
ソ
連
（
沿
海

　
地
方
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和

　
国
）
中
国
（
東
北
地
方
）
南
方

　（
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
イ
ン

　
ド
ネ
シ
ア
、
硫
黄
島
、
北
ボ
ル

　
ネ
オ
、
パ
ラ
オ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
３
５

自
動
車
税
（
県
税
）
の 

納
税
に
つ
い
て

　
自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月
１

日
㈪
で
す
。お
近
く
の
金
融
機
関
、

郵
便
局
、
各
総
合
支
庁
税
務
担
当

課
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の

ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
忘
れ
ず

に
期
限
ま
で
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
置
賜
総
合
支
庁
税
務
課

☎
０
２
３
８

－

26

－
６
０
１
４

ク
リ
ー
ン
＆
グ
リ
ー
ン

作
戦（
川
西
会
場
）

▼
日
時
・
場
所
：
5
月
24
日
㈰
午

　
前
６
時
～
８
時
（
朝
６
時
ま
で

　
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
駐
車
場

　
に
ご
集
合
く
だ
さ
い
。）

　
参
加
者
に
花
の
苗
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
も
あ
り
ま
す
。

▼
持
物
：
軍
手
及
び
清
掃
（
草
む

し
り
）
用
具
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※
小
雨
決
行
（
大
雨
の
場
合
は
、

中
止
で
す
が
、
花
の
苗
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
の
で
朝
６
時
に

ご
集
合
く
だ
さ
い
。）

▼
申
込
締
切
：
川
西
会
場
は
５
月

21
日
㈭
ま
で
受
付
可
能

問
公
益
社
団
法
人
米
沢
法
人
会

☎
０
２
３
８

－

22

－

５
４
０
１

URL

：http://w
w

w
.y-houjin.or.jp

平
成
27
年
度
山
形
県
警
察

官
採
用
試
験
（
大
学
卒
）

　
正
義
感
が
強
く
、
県
民
の
皆
様

の
た
め
に
役
に
立
ち
た
い
人
、
や

る
気
の
あ
る
人
を
幅
広
く
募
集
し

て
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間
：
５
月
12
日
㈫
～
　

６
月
22
日
㈪

▼
第
１
次
試
験
日
：
７
月
12
日
㈰

▼
第
２
次
試
験
日
：
８
月
上
旬
～

８
月
下
旬

▼
受
験
案
内
入
手
：
米
沢
検
察
暑
、

各
交
番
、
各
駐
在
所

問
米
沢
警
察
署 

警
務
係

☎
０
２
３
８

－

26

－

０
１
１
０

防
衛
省
・
自
衛
官
募
集

▼
募
集
種
目:

陸
・
海
・
空
の
自

　
衛
官
候
補
生

▼
応
募
資
格:

18
歳
以
上
27
歳
未

　
満
の
男
子

▼
受
付
期
間:

５
月
１
日
㈮
～
６

　
月
19
日
㈮

▼
受
験
場
所
：
陸
上
自
衛
隊
神
町

　
駐
屯
地

▼
試
験
日:

平
成
27
年
６
月
28
日

　
㈰
予
定

問
自
衛
隊
米
沢
地
域
事
務
所

（
米
沢
市
金
池
３
丁
目
１
ー
39
）

☎
０
２
３
８

－

23

－

０
０
１
１

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
に

伴
う
終
日
検
査
（
無
料
）

▼
日
時
：
6
月
１
日
㈪

▼
時
間
：
午
前
9
時
～
午
後
8
時

▼
会
場
：
置
賜
保
健
所
１
階

▼
検
査
内
容
：
エ
イ
ズ
検
査
（
検

査
結
果
は
採
血
後
約
40
分
後
に

説
明
可
能
）

▼
そ
の
他
：
予
約
不
要
・
匿
名
・
無
料

問
置
賜
保
健
所 

地
域
保
健
予
防

　
課 

感
染
症
予
防
担
当

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
０
０
２

日
本
一
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
祭
り

日
時
：
○
６
月
20
日
㈯
　
午
前
11

　
時
～
午
後
４
時
（
一
部
午
後
６

　
時
ま
で
）

　
○
６
月
21
日
㈰
　
午
前
11
時
～

午
後
４
時

▼
会
場
：
山
形
市
七
日
町
大
通

り
（
６
月
20
日
の
み
）
／
山
形

県
郷
土
館
「
文
翔
館
」（
両
日
）

／
山
形
市
役
所
前
大
通
り
（
両

日
）

※
６
月
20
日
は
、
山
形
県
庁
か
ら

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
県
商
工
労
働
観
光
部 

観
光
経

済
交
流
局 

観
光
交
流
課

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
３
７
２

13　町報かわにし 平成２７年５月１５日



やってみませんか ６次産業
　町では、6 次産業化の推進に向け、施設整備、人材育成、商品開発、販路拡大
などの取り組みへの支援を行っています。
６次産業への取り組みをご検討される場合は、是非ご相談ください。

 町内産品販売促進事業
■ 対象　町内産の農林水産物やその加工品の販売促
進に取り組む組織等が、産直販売を拠点として町内産
品の販売促進を実施するための事業（簡易テント、の
ぼり旗、ディスプレイ黒板、パンフレットの作成、販
売講習会等の講師謝礼、会議室・機材の使用料、新た
な品目や栽培方法に取り組むために必要な種苗や資材
購入経費等で５万円以上の事業が対象）
■ 補助内容　１/ ２補助、補助金上限１５万円

農産加工推進事業
■ 対象　新商品開発や農産加工技術の向上のための指
導講師の派遣に要する経費（講師への謝礼）や加工品の
試作等を行うための場所（きらりよしじま加工調査研究
所）の使用料。
■ 補助内容　講師派遣については、１回あたりの上限
額５万円で２回まで、使用料は全額

　

＼６次産業化に関することは随時ご相談に応じます／
問町産業振興課 ６次産業推進室　☎４２－６６９６

６次産業化支援事業
メニュー①　６次産業化施設整備事業
■ 対象　農産物加工施設、農家レストラン、およ
び農家民宿等の施設や関連する機器等の整備（工事
費、設計委託料、機器購入経費等で１０万円以上の
新設・増設分の事業が対象）
■ 補助内容　１／２補助、補助金上限７０万円

メニュー③　新商品開発・商品改良事業
■ 対象　町内の農林水産物を主原料とした新商品
の開発や既存商品の改良（原材料費、パッケージや
パンフレットのデザイン委託料、加工品の成分分析
や微生物検査委託料、アドバイザーへの謝礼、商標
登録に係る手数料等で１０万円以上の事業が対象）
■ 補助内容　２/ ３補助、補助金上限３０万円

メニュー⑤　先進地・市場調査事業
■ 対象　６次産業化に関する先進地や市場調査の
ための調査経費（交通費、宿泊費、視察研修負担金
等で１０万円以上の事業が対象）
■ 補助内容　１/ ２補助、補助金上限１５万円

メニュー②　人材育成事業
■ 対象　６次産業化に関する技術習得、リーダー
育成のための研修経費（交通費、宿泊費、研修負担
金で３万以上の事業が対象）
■ 補助内容　２／３補助、補助金上限３０万円

メニュー④　販路開拓・拡大事業
■ 対象　新たな販売やルート開拓・拡大のための
商談会参加に係る経費（交通費、宿泊費、印刷費、
使用料等で１０万円以上の事業が対象）や、ホーム
ページ・インターネットショップ開設に係る経費（開
設のために必要な手数料等で１０万円以上の事業が
対象）
■ 補助内容　１/ ２補助、補助金上限２５万円

補助金 ･
助成等の
ご案内

 地域新作物等導入促進事業
■ 対象　かわにし森のマルシェへの出荷を予定して
いる個人または団体が、新作物の導入・多品目化を実
施するための経費（新作物導入のための種苗・資材・
土壌分析経費）や生産技術向上のための指導講師の派
遣に要する経費（講師への謝礼）。
■ 補助内容　基本的に全額、補助上限３０万円、（講
師派遣については１回の上限５万円で２回まで）

▲平成 28年 3月オープン予定の『かわにし森のマルシェ』

＊各事業の申請締切は 6月 15 日㈪です。但し、
　【地域新作物導入促進事業】と【農産加工推進
　事業】については通年実施とします
＊申請者が多数の場合、優先度が高い事業か　
　ら採択します。

町報かわにし　14平成２７年５月１５日

補助金 ･
助成等の
ご案内

▪ 生活応援ローン
　下記のような生活資金全般にご利用いただ
けます。

■ 対 象 者　会社や商店に１年以上お勤めの昨
年の年収 150 万円以上の町内在
住の方で、労働組合がない、ま
たは職場に融資制度のない方。

■ 融資限度額　１５０万円以内 ( １万円単位 )
■ 金　　利　年３．２％
　　　　　　（保証料込・固定金利）
■ 返済期間　７年以内
問東北労働金庫 南陽支店 
☎０２３８－４０－３５１１

教育資金

療養費

自動車
購入

冠婚葬祭 借財返済

 

勤
労
者
の
方
へ
生
活
支
援
を
目
的
に
東
北
労
働
金
庫

と
提
携
し
た
生
活
応
援
制
度

▪ 事業者向け助成制度
●中小企業雇用維持対策支援制度
　国の雇用調整助成金制度による助成を受け
た事業所を対象に助成しています。助成金の
交付は各事業所につき２回までとし、助成額
は国助成額の１５％（上限額１回あたり５０
万円）としています。

 

事
業
主
の
方
へ
経
営
支
援
を
目
的

と
し
た
助
成
制
度

▪ ふるさと奨学ローン
　県内への就職促進のための教育資金融資制度です。卒
業後、県内に就職または就業した場合は、( 公財 ) 山形県
勤労者育成教育基金協会からの利子補給制度があります。
■ 特別金利取扱期間　平成２７年９月末日まで
■ 融資対象　大学・短大・高校・専門学校の入学金

や授業料、仕送りなどの教育費用
■ 融資限度額　最高１，０００万円まで
■ 特別金利（保証料込 ･ 固定金利）
＜返済期間＞　５年以内　年２．５０％～３．００％
　　　　　　　７年以内　年２．８５％～３．３５％
　　　　　　１０年以内　年３．１５％～３．６５％
■ 返済期間　１０年以内
問東北労働金庫 南陽支店 ☎０２３８－４０－３５１１
問 ( 公財 ) 山形県勤労者育成教育基金協会
☎０２３－６３５－０１０１

●中小企業制度資金利子補給制度
　運転資金や設備資金等を目的に借り入れた事業所を
対象に助成しています。助成額は１年分の支払利子の
２０％（上限額１０万円）としています。
●創業支援利子補給制度
　創業又は新分野進出、新商品開発に関する事業を行う
ため資金の融資を受けた事業所へ助成しています。助成
額は融資額（補助対象融資額５００万円以内）の年利１．
０％相当額とし、助成期間は３年以内としています。

問町産業振興課 商工観光グループ ☎４２－６６４５

　町では、有害鳥獣による農作物被害対策に係る電気
柵の設置を支援します。
■ 事業実施主体　

農業者・農業者グループ等
■ 補助対象事業　

鳥獣被害防止のための電気柵の設置
■ 補助率　

補助対象事業に要する経費の１／２以内。ただし、
事業１件当たりの上限を５０，０００円とします。

■ その他
１. 事業を希望する方は、所定の申請様式がありますの

で、下記問合せ先までご連絡ください。
２. 補助事業であるため、町で交付決定を行ってからの

事業着工となり、交付決定前の着工は原則認められ
ませんのでご注意ください。

問町産業振興課 農業グループ☎４２－６６４１　

１ 鳥獣被害にお困りの方へ

■ 事業対象者
県知事が認定するエコファーマーの認定を受けた農業者等

■ 助成内容
１. 堆肥の購入助成 ／ 肥料取締法に基づく成分分析表

示がある堆肥を堆肥センター等から購入した場合、
その経費の一部助成を予算の範囲内で行います。

２. 堆肥の散布助成 ／ 堆肥散布組織等に委託し散布を行っ
た場合、散布経費の一部助成を予算の範囲内で行います。

■ 申請方法等
下記担当まで所定の申請
書を提出願います。

問町産業振興課 農業グループ ☎４２－６６４１

２ 堆肥の購入・散布を行う方へ

提　出　期　限
春散布の申請時期
は８月末日です。

　町では、環境保全型の農業・農産物の生産を目的に、
耕畜連携による堆肥等の有機質資源を利活用し、農地
の地力増進・向上を図る農業者に対して、堆肥の購入
及び散布経費の一部を助成します。

農業者の生産活動を支援します。ご活用ください！
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補助金 ･
助成等の
ご案内

　まちづくりのための活動を支援します

■ 対象事業　
① 地域間交流事業　② 世代間交流事業
③ 人材育成事業　　④ コミュニティ育成事業
⑤ 産業創造育成（特産品開発、生産加工等）事業
⑥ 子ども育成事業　⑦ イベント（研修会等含む）開催事業
⑧ その他町長が特に認める事業

■ 対象者　
自治会及び町内に所在する団体、グループ（ただ
しこれまで当事業を活用したことのある団体等は
対象外とします。）

■ 対象経費　
補助金の対象となる経費は食糧費等を除いた経費

■ 補助額　
補助対象経費の１０分の１０以内。
１事業３０万円を上限とします。

■ 申請方法　
町まちづくり課へ所定の申請書を提出してください。

■ 採否決定　
申請書提出後、審査を行い、予算の範囲内におい
て事業の採否を決定します。

問町まちづくり課 地域づくり推進室 ☎４２－６６１３

　活力ある地域づくり、町民と行政の協働のまちづくりを推進するために、町民の皆さん
（団体、グループ）が自主的・主体的に行う事業、地域活動等に対し支援を行います。

申　込　締　切   ６月１２日㈮まで

　若者の意欲的な活動を応援します

■ 対象者　
町内に在住する概ね１８～３９歳の個人またはグ
ループで、研修の成果を広く報告し、まちづくり
活動に積極的に参加できる方

■ 対象事業　国外におけるまちづくりの研修活動
■ 対象経費　研修に係る旅費、活動経費（町の規定にならう）
■ 助 成 率 　対象象経費の４／５以内
　　　　　　（一人あたり４０万円上限）

■ その他　
町まちづくり課に交付要綱（企画書等様式）を準
備しています。詳しくは、下記までご連絡ください。

※ ５月２９日㈮まで提出あった分について審査会を
実施します。その後、企画書提出順に審査・交付
決定を行い予算が無くなり次第終了とします。

　町では、まちづくり活動に不可欠な行動力と広い視野を持った人材の育成を図る
ために、海外研修を実施する若者を支援します。補助金の交付を希望する方は、研
修計画等を記載した企画書を提出のうえ、審査を通過することが必要となります。

締　切   平成２8 年１月２９日㈮まで

問町まちづくり課 地域づくり推進室 
☎４２－６６１３

■ 対象者　
　町内に活動拠点を置き、 おおむね２０歳～３９歳で
構成し、全町的なまちづくり活動を推進する団体。
■ 対象事業　
 　次の要件を満たす自主的なまちづくり活動を推進
するための事業。ただし、１団体あたり３年まで。
　 （１）活動の情報発信
　 （２）他地域の団体との交流
　 （３）交付団体が連携した事業の実施
　 （４）活動成果の報告と「川西町のまちづくり提案」
　　　の提出

■ 交付金額　１団体３０万円を上限とする額
■ その他

町まちづくり課に交付要綱（企画書等様式）を準
備しています。詳しくは、下記までご連絡ください。

※ 提出のあった企画書について審査会を実施し、交
付決定（６月中旬予定）を行う予定です。

　町では青年層によるまちづくり活動を推進するため、自主的なまちづくり活動を
行う団体を支援します。

２　若者のまちづくり活動を応援します
　　　　　　～平成２７年度川西町若者未来塾交付金事業～

１ 若者の海外研修を応援します
　　　　　　　　　　～青年海外研修事業～

申　込　締　切   ５月２９日㈮まで

昨年度の実施者の今野あゆみさん▲

活動報告をする「川西ヤングＭＴＢチーム」▲
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■ 助成要件（すべてを満たす建築物）　
① 置賜産木材を使用すること。
② 町内建設業者が施工するものであること。
③ 新築及び増改築される住宅、付属建築物（物置、

車庫）で、申請する方が住居専用として使用
すること。

④ 平成２８年３月末まで工事が完了し、工事期
間中に現場確認ができること。

■ 助成対象額　
建築にかかる費用のうち、置賜産木材の額

■ 助成金額　
助成対象額の２０％以内の額又は３０万円の
いずれか低い額を予算の範囲内で交付します。

（助成金額に千円未満の端数が生じた場合は、
切捨てとなります）

■ 申請手続　
建築着工前に交付申請の提出が必要です。申
請に必要な書類は、町農地課に用意しています。

　町では、町内での木材需要の促進と町内経済の活性化を目的として、「川西町木材製品利用住宅建築
奨励助成制度」を行っております。

　近年、増加しているクマやニホンザル、カラス等による農作物被害対策として捕獲駆除活動の新たな担い
手の確保に向け、助成を行います。
■ 補助対象者　

平成２７年度に新規に第一種猟銃免許を取得し
ようとする者（更新は除く）で、免許取得後
は、猟友会米沢支部川西ブロックに入会し、かつ、
有害鳥獣駆除活動に積極的に従事することがで
きる者

■ 申請方法　
町農地課に申請書を用意しています。7 月 31 日
㈮まで提出ください。
助成内容等の詳細については、下記担当課まで
お問い合わせください。

問町農地課 農村林務グループ ☎４２－６６４６

有害鳥獣駆除の新たな担い手の確保に向けて

農作物を鳥獣被害から守るメンバーを募集しています。

補助金 ･
助成等の
ご案内

■ 対象
町内の居住する住宅または敷地内の車庫で新
規に設置または増設する方

■ 補助金額
対象システムの太陽電池の最大出力（９. ９９
kw を上限）に、３万円を乗じた額。最大

２９万 9 千円。増設においては、既設対象シ
ステムと増設対象システムの合計が 10kw 未
満である場合、増設部分を補助対象とします。

※ 補助金は予算がなくなり次第終了します。詳
しくは町まちづくり課へお問い合わせくださ
い。

　町では地球温暖化対策の一環として、新エネルギーの導入を積極的に進めるために、
太陽光発電設置費用の補助制度を設けています。

町内業者での住宅建築を検討している方へ

問
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住宅関係の支援事業をご活用ください !

■ 対象者　
　 町内にお住まいの方で、町内の住宅、事業所、
　農業用施設等に薪ストーブ等を設置する方
■ 助成対象経費及び助成金額　
　①薪ストーブ購入、取付等に係る経費の１/ ３
　　以内の額で、上限が７万円
　②ペレットストーブ購入、取付等に係る経費の
　　１/ ３以内で、上限５万円

　①、②のいずれかを予算の範囲内で交付します。
（助成金額に千円未満の端数が生じた場合は、
切捨てとなります）

■ 申請手続
　平成 27 年 10 月 31 日までに交付申請書の提
　出が必要です。申請に必要な書類は、町農地課
　に用意しています。

薪ストーブ導入を検討されている方へ
　町では、町内森林資源の有効活用を図り、森林の適切な整備及び保全のため、薪ストーブ等の購入を
支援するため「薪ストーブ等導入促進助成」を行っています。

太陽光発電を検討している方へ

問町まちづくり課 地域づくり推進室 ☎ 42 － 6613
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６月１3 日 土 はひめさゆりデー 昼食時山菜汁を
無料でふるまいます

羽前小松駅を発着として下小松古墳群や田んぼ道を歩
く約 12㎞のコースです。国指定史跡下小松古墳群に
咲くヒメサユリやニッコウキスゲなどの里山の花々や、
ハッチョウトンボなど希少な昆虫とふれあい、美しい
田園風景のなかウォーキングを楽しんでみませんか。

❖開催時間　午前１０時～午後１時  
❖集合場所　下小松古墳群ふれあい広場
❖持 ち 物 　昼食（おにぎり等）
※小雨決行。荒天の場合中止となる場合があります。
② ③ の申込先
問犬川地区交流センターえぐべ ☎４２－２６４２

①「花ウォーク」ひめさゆりコース

②親子里山体験 ③ひめさゆり鑑賞会

　今年度は過去最高２８店舗が出店予定！
❖開催日　６月１３日、７月１１日、８月８日
　　　　　９月１２日、１０月１０日、１１月７日
　　　　　【１１月までの毎月第２土曜日】
❖時　間　朝７時～８時３０分
❖会　場　ＪＡ山形おきたま川西支店東側駐車場
　　　　　（１１月および雨天時は中央公民館）
●農家チャレンジショップ開店します
　「こまつ市」にチャレンジショップのコーナーを５月から
設置しています。野菜や加工品の直売をやりたいと考えてい
る方、１回だけの参加も可能ですので、気軽に参加してみま
せんか。消費者のニーズを把握する絶好の機会となります。
　加工品の販売は、製造許可を取得している方に限定いたし
ますが、これから加工を始めたい方は試食でアンケート調査
などが可能です。　　
問町産業振興課 ６次産業推進室 ☎４２－６６９６

今年の「こまつ市」案内人研修会
参加者募集
　

「ダリヤの里かわにし案内人」は今回、まち歩きの先進地
を訪問し現地ガイドから学ぶ研修会を企画しました。
■ 期　　日　６月７日㈰
■ 場　　所　酒田市（豪商によって築かれた湊町を散策）
■ 参 加 費　２，５００円
　　　　　　 昼食代は各自お支払ください。
■ 交通手段　車（乗り合い）
■ 申込方法　５月２２日㈮までお電話ください。
■ 日　　程　午前７時３０分　川西町役場前出発
　　　　　　　午前１０時３０分
　　　　　　　　　　　  酒田市内まちなか歩き研修・昼食

午後 5 時 30 分 川西町役場前到着予定
申込先・問川西町観光協会事務局 ☎５４－１５１５

観光ボランティ
アガイドも随時
募集中です！

　　　　11:20　 12:00  14:00　　      15:00
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※時間は目安です。コースは変更
　となる場合があります。

／山形デスティネーションキャンペーン初日！＼

ひめさゆりの咲く下小松
古墳群のふもとで、おう
ちのひとといっしょに里
山の自然とふれ合いませ
んか？
※楽しいイベントもある

よ！！

東北有数の大古墳群、下
小松古墳群には、ひめさ
ゆりや珍しい植物や昆虫、
町の木でもある赤松林な
ど魅力がいっぱいです。
たくさんの自然とふれ合
いながら、下小松古墳群の
魅力を満喫してください。

❖受付時間　午前１０時３０分～１１時１０分 
　　　　　　（事前申し込みが必要です。）
❖集合場所　羽前小松駅
❖持 ち 物 　昼食、雨具
❖コ ー ス

　　　　　　

❖申し込み締切　６月５日金 
※小雨決行。荒天の場合中止となる場合があります。
① の申込先・問川西町観光協会 ☎５４－１５１５

いぬかわ地区食の応援団・直売所の開設します！
❖開催時間　午前１０時～午後２時
❖場　　所　下小松二番公民館脇駐車場

まちからのお知らせ
town information

置賜公園ハーブガーデンフェア
期日：６月２０日（土）～７月１２日（日）　午前１０時～午後４時
会場：置賜公園（川西町大字上小松５０９６）
❖毎年開催のハーブ摘み取り体験とハーブクラフト体験、週末限定のワークショップも開催します。
❖詳細は、決まり次第町観光協会ＨＰに掲載します。また、町報６月号にも掲載します。
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まちからのお知らせ
town information

水道メーター検針を再開します

　円滑にメーター検針を行うため、メーターボックスの
上や周辺に物を置いたり、近くに犬をつないだりしない
ようご協力をお願いいたします。
　また、宅地内での漏水やメーターボックス及びバルブ
類の破損による修理は、使用者様負担となります。その
際は、町給水工事指定店へ修理依頼していただくようお
願いいたします。ただし、メーター器本体の破損や止水
栓本体からの漏水については担当課までご相談ください。
　なお、５月の検針にて冬期間の料金の精算を行います。
■ 精算方法
①前年１１月検針日から５月検針日までの使用水量を、
６ヶ月間で平均した水量（端数は１２月分から１㎥ずつ
振り分け）で１２月から４月分の料金を再計算します。
②上記で再計算した料金の合計金額より、１２月分から
４月分までの概算料金の合計を差し引いた金額が５月分
の精算料金となります。（実際の納付は６月です。）
※精算料金より概算料金で納付いただいた金額の方が多
い場合は、５月以降の料金に充てさせていただきます。
■ 検針日
大塚・犬川・中郡・吉島・小松地区の一部　
　５月１５日㈮～５月２０日㈬
小松・玉庭・東沢地区　　　　
　５月２５日㈪～５月３０日㈯
問地域整備課上下水道グループ　☎４２－６６５３

ダリヤ園マイガーデン参加者募集

　開園期間中ダリヤ園に来園された方が楽しめるよう、
小花壇「マイガーデン」を無料で貸し出します。
■ 対象者　ダリヤ園開園期間中に管理できる方
　　　　　（個人・団体・企業は問いません）
■ 条　件　ダリアを必ず花壇へ入れること
　　　　　（花壇でダリアを栽培すること）
■ 花壇数　６花壇（直径約４ｍ）
■ 経　費　花苗や管理にかかる経費は、参加者の負
　　　　　  担になります。
■ その他　ダリアの球根については町より提供。
■ 申込期限　7 月 1 日㈬（定数以上になれば抽選 )
問町産業振興課商工観光グループ ☎４２－６６４５

こころの健康づくりを支援します

　平成 26 年の年間自殺者数は全国で 25,427 人、山形
県で 252 人となっています。川西町においても例外で
なく、いのちを守る対策が必要となっています。
　事業所や地域のいのちをまもる取り組みとして、ぜ
ひご活用ください。
■ 対象事業　町内の事業所や各種団体等が行う自殺
　　　　　　 予防に関する講演会、研修会等
　　　　　　（２０名程度の参加人数が見込めること）
■ 補助金額　１団体あたり上限５０，０００円
■ 対象経費　講演会等の開催に必要な報償費、旅費、
　　　　　　 需用費、役務費、委託料、使用料及び
　　　　　　  賃借料
■ 事業期間　平成２８年３月３１日㈭まで
■ 申込締切　平成２７年１２月２８日㈪まで　
※申請書等、詳細については下記まで。
問町健康福祉課　福祉グループ ☎４２－６６３５

川西町誕生６０周年記念
まちづくり推進事業の募集

■ 対象団体　自治会及び町内に所在する団体等
■ 対象事業　事業名に「川西町誕生６０周年記念まち
　　　　　　 づくり推進事業」の冠を付け、今後のま
　　　　　　 ちづくりの機運を盛り上げるための事業
　　　　　　 であること。
■ 対象経費　事業に直接必要となる経費とし、備品　
　　　　　     などの管理運営経費や飲食代は除く。
■ 事業期間　平成 2 ８年３月３１日まで
■ 申込期限　平成２７年６月１２日㈮
■ 助成上限　対象経費の 10 ／ 10 以内で 1 事業あたり   
　　　　　　 上限１０万円
※申請書等、詳細については下記まで。
問町総務課行政管理グループ　☎４２－６６１０

町営住宅入居者募集（二戸募集）

■ 募集住宅　町営舘之北住宅
　２ＤＫタイプ（１階）：８畳、６畳、ＤＫ
　３ＤＫタイプ（４階）：８畳、６畳、６畳、ＤＫ
■ 募集条件　
　 家賃：入居される世帯の収入認定額により決定
　 敷金：家賃三ヶ月分
■ 入居資格（すべてに該当する方）
　①収入基準に適合すること。
　②現に住宅に困窮していること。
　③暴力団員でないこと。
■ 応募期間　５月２５日㈪～５月２９日㈮
　※応募者多数の場合は審査（期間約二週間）
　　のうえ入居者決定
問町地域整備課建設管理グループ　☎４２－６６４７

　　　町道へのゴミ捨てはやめましょう！

　最近ダリヤ園付近の町道待避所で、タバコの吸い殻や
ゴミの散乱が確認されています。
　みなさんが使いますので、ゴミは持ち帰りましょう。
問町地域整備課建設管理グループ　☎４２－６６４７
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まちからのお知らせ
town information

まちづくりマイスター
養成講座受講者募集！

　地域づくりに必要なスキルを身に付け、「これか
ら」を担う人材を育成するための講座を開設します。
　今回の講座は、各地区からの推薦者と一般からの
応募者を合わせて３０名程度での開設を予定してい
ます。この講座を修了された方を「まちづくりマイ
スター」に認定し、各地区等における地域づくり活
動に参画いただきます。
■ 講座内容　企画力養成、ファシリテーション能

力開発、プレゼンテーション能力開
発、評価管理養成、交流など

■ 講座期間　６月から翌年２月まで
■ 募集資格　年齢、性別等を問いません。
■ 申込方法　町まちづくり課又は各地区交流セン

ターに備えてある申込用紙に必要事
項を記入の上、町まちづくり課まで
提出ください。

■ 締　　切　６月１２日㈮

募 集
１０名
受講料
無 料

川西町国際交流講演会・
川西町国際交流協会「煌」
交流サロンを開催します
　４月から町の小中学校や幼児施設でＡＬＴ（外国
語指導助手）として指導しているテイラーさんに、
出身国であるアメリカのお話をしていただきます。
異文化交流について学び語り合いましょう。
　講演会終了後は、お茶会（サロン）を行います。
どなたでも参加できますので、お気軽に参加くださ
い。
■ 日　時　平成２７年６月１４日㈰　
　　　　　午後２時～ 3 時３０分
■ 場　所　中央公民館視聴覚室
■ 参加費　無料
■ 締　切　６月１１日㈭
■ 演　題　「わたしの国と日本」
■ 講　師　カーソン・Ｐ・テイラーさん
　　　　　（アメリカ合衆国オクラホマ州出身）

■ 期　　日　【２５回コース】

※日程は変更する場合があります。
■ 時　　間　午後６時００分～８時００分
※初回のみ午後５時３０分～８時００分
※参加者の状況により時間割を設定する場合があります。

■ 場　　所　中央公民館２０１号室　他
■ 講　　師　伊藤恵子氏
■ 受 講 料　町内在住者３，０００円
　　　　　　 町外在住者５，０００円
※テキスト代は別途負担（４，９６８円）
■ 内　　容　テキストによる学習。授業はすべて

日本語で行います。
■ 託児サービス　無料
■ 締　　切　５月２９日㈮　
■ 申込方法　申込用紙を準備しておりますので、
　　　　　　 町まちづくり課にご連絡ください。

日本語講座受講生募集！

６月 ２日㈫、９日㈫、１６日㈫、２３日㈫、３０日㈫
７月 ７日㈫、１４日㈫、２１日㈫、２８日㈫
８月 ４日㈫、１１日㈫、１８日㈫、２５日㈫
９月 １日㈫、８日㈫、１５日㈫、２９日㈫
10 月 ６日㈫、１３日㈫、２０日㈫、２７日㈫
11 月２日㈪、１０日㈫、１７日㈫、２４日㈫

募 集
２０名
先着順

　

日本語を母語としない人のための日本語講座を開設します。
日本語の会話を中心に、授業はすべて日本語で行います。

こちらのページについてのお申込み  ＞＞＞  問町まちづくり課 地域づくり推進室 ☎４２－６６１３ FAX.４２－２１１０

パソコン・タブレット講座開催！！
■ 場　　所　中央公民館４０１号室
◆６月３日㈬　午前１０時～午後３時
　「パソコン入門コース　文字入力からインターネットの活用まで」 
◆６月４㈭　午前１０時～午後３時
　「今話題！タブレット入門コース　文字入力から人気アプリの活用まで」
※両日とも「パソコン、タブレット、インターネット何でも相談コーナー」を設けます。

定 員
１０名
参加費
無 料

初心者大
歓迎
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まちからのお知らせ
town information

農用地の利用計画の変更手続きについて

●税金の納期内納付をお願いします
　今月は、固定資産税第 1 期の納付月です。納期限
は６月１日（口座振替の方は５月２８日が振替日）
になりますので、早めの納付や口座残高の確認をお
願いします。なお、振替日を過ぎますと、再度の振
替はできなくなりますのでご注意ください。
●督促状の送付について
　納付期限までに完納しない納税義務者に対し
納付期限後 20 日以内に督促状を送付しており
ます。納付期限までに納め忘れがないようご注
意ください。
　なお、町が納付を確認するには、金融機関な
どで納付いただいてから若干の日数がかかりま
す。納付書の納期限を過ぎて納付されると、そ
の間に行き違いになってしまい、納付したにも
かかわらず督促状が発送されてしまう場合があ
りますのであらかじめご了承ください。トラブ
ルを避けるためにも、納付期限までの納付をお
願いいたします。
●税金の納め忘れはありませんか？
　本町では、町税等の納め忘れを防止するために
５月末まで、重点的に未納者宅を訪問しています。
万一納め忘れがありましたら、早急に納付いただ
くか、下記までご連絡をお願いします。
　納付催告後、未納のままにしておきますと、差
押等の法的措置により強制的に納めていただく場
合がありますのでご注意ください。
問町税務収納課 収納グループ ☎４２－６６３４

●家屋の新築、増改築、取り壊しがありまし
たらご連絡ください
　固定資産税は、家屋の新築、増改築、取壊しなどが
あった場合、税額が変わります。新築、増改築、取り
壊し等をされた方はご連絡をお願いします。
連絡をいただいた後、日程を調整し、所有者立会いの
もと、担当職員が現地に伺い家屋評価調査をさせてい
ただきます。　　　　問町税務収納課 町税グループ 
　　　　　　　　　　　　　　　　☎４２－６６２４

参加者には
アサガオの苗を
差し上げます。

先 着
２０名
参加費
無 料

　 緑のカーテン講習会
～緑のカーテンを作ってみませんか～
　町では、気軽に始められる環境保全活動
として「緑のカーテンづくり」に取り組んでいます。
緑のカーテン栽培初心者の方を対象とした「緑のカー
テン講習会」を開催しますので、興味のある方は是非
ご参加ください。
■ 日　時　５月３０日㈯
　　　　　 午前１０時～１１時
■ 場　所　置賜公園 管理棟前
■ 内　容　アサガオの植え方・育て方
■ 持　物　軍手、家庭用プランター
■ 締　切　５月２７日㈬
■ 申込方法　下記までお電話でお申し込みください。
問町住民生活課 環境衛生グループ ☎４２－６６１８

　農地は、図のように区分されています。この区分のうち「農
業振興地域」は、10 年以上にわたり、総合的に農業振興を
進めるべき土地として、法律でその用途が制限されています。
　そのうち特に、農用地として利用するべき土地を「農用地
区域」といい、それ以外を「農振白地」といいます。

■ 農振除外について
　農用地区域内の土地では、原則として農地を農用地以外の
用途に利用することはできません。
　農用地区域内の土地を農用地以外の用途に利用したい場合
は、まず、農用地から除外（農振除外）を行って、農振白地にした上で、農地の転用許可を受ける必要があります。
■ 手続き
　農振除外、編入の申請受付は年２回行っております。第１回６月１５日、第２回１１月２０日です。農振除
外、編入の手続きは一定の期間が必要になります。なお、農地に住宅等を建てる計画をお持ちの方は、農振除
外後農地転用の手続きが必要ですので、早めにご相談ください。
※農地転用許可が出る前に、決して事業に着手しないでください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問町農地課 農地グループ ☎４２－６６０５
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平成２7年度無料クーポン
がん検診について

　町では、下記生年月日の方を対象に、子宮頸がん検
診・乳がん検診・大腸がん検診の無料検診を実施しま
す。（平成２７年４月２０日現在、川西町に住所があ
る方）
　対象者には、町で実施される検診料金が無料になる
クーポン券を発行しますので、お手元にクーポン券が
届いてから検診を受けてください。
　この機会にぜひ受診していただき健康管理にお役立
てください。詳細につきましては、５月下旬にクーポ
ン券と一緒に送付される案内文をご覧ください。

無料クーポンがん検診対象 年齢
大腸がん検診・乳がん検診 ４１，４６，５１，５６，６１歳

子宮頸がん検診 ２１，２６，３１，３６，４１歳
平成２５年度未受診再案内対象者 年齢

乳がん検診 ４３，４８，５３，５８歳
子宮頸がん検診 ２３，２８，３３，３８歳

申込み、問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０（保健師）

Ｈｅａｌｔｈ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

※平成２８年４月１日現在の年齢

ママ＆ベビー体操教室
参加者募集 !!

ママと赤ちゃんが一緒に楽しくエクササイズできます。
ベビーマッサージ（オイルなし）もあります♪
✿期　日：６月８日㈪
✿対　象：生後 2 カ月～ 10 カ月の赤ちゃんとママ
✿受　付：午前９時４０分～９時５０分

（１１時３０分終了予定です）
✿場　所：生きがい交流館 
✿持ち物：母子健康手帳、バスタオル、オムツ等 
※動きやすい服装でご参加ください。
※水分補給の用意をお願いします。
✿申込み：６月１日㈪まで下記に申し込みください。

おいしく季節を感じよう♪
＊旬を楽しみ、おいしく食べよう

　食材がたくさん出回る時期を“旬”と言います。現在
はハウス栽培などで一年中出回っているものもあります
が、“旬”のものは他の時期に比べ、比較的安価なだけ
でなく旨味も多く栄養価も高いという特徴があります。
　“旬”のものを食べ季節を感じることは、四季のある
日本ならではの食の楽しみ方です。春が旬の野菜は、山
菜やセロリなど苦味を含むものが有名ですが、キャベツ
や玉ねぎなどもこの時期にやわらかく食べやすい野菜で
す。普段の食卓に旬のものを取り入れ、食卓から季節を
感じてみてはいかがでしょうか。

ハニー甘酢和え
　<材料　４人分 >
　　キャベツ　１６０g　ふり塩　ひとつまみ
　　しょうが　　　３g　酢　　小さじ１・１/ ２
　　はちみつ　小さじ 1　塩   　ひとつまみ
　< 作り方 >
　①キャベツは５mm の千切り、しょうがは１m ｍ
　　の細い千切りにする。
　②キャベツにふり塩をし、軽くもんでしばらく置く。　
　③酢とはちみつをよく混ぜ合わせ、汁気をしぼった　
　　キャベツと、しょうがを加えて和える。味をみな　　

　がら塩を加える。

食育
推進食で健康をサポートする

「食生活改善推進員養成講座」
受講生大募集！

　食に関する知識を仲間と一緒に学び、地域に広めて
いただくボランティアの方を養成する講座です。
　調理実習をはじめ、運動や講話など楽しい講座が盛
りだくさんです。
　最近メタボが気になる、家族のためにバランスのよ
い食事を学びたい！地域のために活動したい！という
方をお待ちしています。
　年齢・性別を問わず、どなたでも参加できますので、
ぜひお申し込みください。
■ 期　日 ６月１０日㈬、６月２４日㈬、７月１日㈬
　　　　  ７月２２日㈬、８月１９日㈬、９月９日㈬
■ 時　間　午前９時３０分～午後２時（昼食含む）
■ 場　所　川西町農村環境改善センター
■ 定　員　先着２０名
■ 受講料　実習ごとに２００円（４回を予定）
■ 申込み　５月２６日㈫まで下記に申込みください。
※受講決定者には後日詳細をお知らせします

旬の春キャベツを

つかって

定員
２０組
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健康情報ひろば
　
　
　
　住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
く
、
楽
し
く
健
康
に

　
　
　
　
　～
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
～

　
町
で
は
、『
健
康
か
わ
に
し
21
計
画
（
第
二
次
）』
に
掲
げ
る
、「
み
ん
な
で
創
る
い
き
い
き
元
気
な
川
西
町
」

を
め
ざ
し
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
私
た
ち
の
「
健
康
」
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
月
か
ら
、
皆
さ
ん
の
健

康
づ
く
り
に
向
け
、
シ
リ
ー
ズ
で
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

町
の
病
気
の
状
況

●
治
療
件
数
は
、
生
活
習
慣
病
と

　
い
わ
れ
る
高
血
圧
性
疾
患
と
糖

　
尿
病
が
県
よ
り
多
い
状
況
で
す
。

●
医
療
費
は
、
脳
血
管
疾
患
の
治

　
療
費
が
県
の
約
１
．
５
倍
、
一

　
人
あ
た
り
の
医
療
費
は
、
県
内

　
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
高
額
で
す
。

●
血
管
疾
患
や
糖
尿
病
に
な
る
と
、

　
生
活
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

（資料）山形県国民健康保険疾病分類別統計 平成 25 年 5 月分調査

●
女
性
で
は
、
認
知
症
が
特
に
多

　
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

（資料）平成 25 年度川西町介護保険事業　新規認定者調べ

こ
れ
か
ら
の
健
康
づ
く
り

　
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活

習
慣
病
は
、
毎
日
の
生
活
習
慣
の

積
み
重
ね
が
大
き
な
要
因
と
考
え

ら
れ
、
特
に
、
血
管
に
大
き
な
負

担
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
命
に

か
か
わ
る
合
併
症
（
脳
卒
中
や
心

疾
患
な
ど
）
や
認
知
症
の
発
症
が

心
配
さ
れ
ま
す
。

　
今
の
生
活
を
ど
ん
な
ふ
う
に
変

え
た
ら
、
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し

く
楽
し
く
健
康
に
過
ご
せ
る
の
か

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

第
43
回
川
西
町
健
康
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

選
手
を
募
集
し
ま
す
！

日
　
時
：
平
成
27
年
６
月
19
日
㈮
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
　

場
　
所
：
川
西
町
多
目
的
運
動
場
（
雨
天
時
は
町
民
体
育
館
）

対
象
者
：
町
内
に
在
住
す
る
60
歳
以
上
の
方

（
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い
な
く
て
も
参
加
で
き
ま
す
。）

申
込
先
：
町
内
各
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限
：
平
成
27
年
５
月
26
日
㈫

　

 

　５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

　

た
ば
こ
の
煙
に
は
60
種
類
以
上
の
発
が
ん

物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
吸
い
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
肺
の
働
き
の

低
下
、
動
脈
硬
化
、
歯
周
疾
患
、
が
ん
な
ど

様
々
な
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
に
は
麻
薬
な
ど
と
同
じ
依
存
性
が
あ
り
、

禁
煙
し
た
い
と
思
っ
て
い
て
も
な
か
な
か
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
。そ
れ
は「
ニ

コ
チ
ン
依
存
症
」
と
い
う
病
気
だ
か
ら
で
す
。

　
ま
た
、
受
動
喫
煙
に
よ
り
、
吸
い
た
く
な
い
人
に
ま
で
た
ば
こ
の
煙
を

吸
わ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

禁
煙
に
挑
戦
！
！

・
医
療
機
関
で
医
師
と
と
も
に

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
仲
間
と

・
健
康
福
祉
課
保
健
師
に
よ
る
３
月
間
の
禁
煙
支
援

な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

禁
煙
す
る
の
に
遅
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
自
身
の
健
康
の
た
め
に
、
家
族
の
健
康
の
た
め
に
、

禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
　
　
　
　
　
問
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ
　
☎
42
ー
６
６
４
０

健
康
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

＊
生
活
習
慣
の
見
直
し
、
改
善

＊
健
診
等
に
よ
る
疾
病
の

　
　
　
早
期
発
見
、
早
期
治
療

＊
認
知
症
予
防

　　
町
の
健
診
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
ご
自
身
の
健
康
状
態

を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
、
健
康
づ

く
り
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
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●生活援助員派遣事業
○内　容：介護予防、自立支援を目的にホームヘル

パーを派遣し、掃除や買い物などの家事
援助。週２回まで利用可。

○利用料：１時間以内４１０円
※生活保護世帯の方は無料。
問町健康福祉課 介護支援グループ ☎４２－６６３８

●訪問理美容サービス事業
○内　容：寝たきりなどの心身上の理由から、理髪

店や美容院に出向くことができない方の
自宅に理美容師が訪問し、理美容サービ
スを実施。

※出張に要する経費の一部を町で負担。
問町健康福祉課 福祉グループ ☎ 42 － 6635

生活支援サービス

 ●紙おむつ（介護用品）購入支援事業
○対象者：要介護３以上に認定された方で常時おむ

つを必要とする方（介護保険施設への入
所者、医療機関に入院している方を除く）

○内　容：紙おむつを購入できる助成券（１月あた
り３，０００円）を年４回支給。

問町健康福祉課 介護支援グループ ☎４２－６６３８

●日常生活用具給付事業
○対象者：６５歳以上の高齢者でひとり暮らしの方
○内　容：日常生活の便宜を図るため、電磁調理器

などの日常生活用具を給付または貸与。
○利用料：所得税及び町民税の額により一部費用負

担あり。
問町健康福祉課 福祉グループ ☎ 42 － 6635

●高齢者等除雪援助事業
○対象者：①６５歳以上のひとり暮らしまたは高齢

　者のみの世帯
②身体障害者手帳、療育手帳、精神障害
　者保健福祉手帳を有する方のみの世帯

○内　容：除雪作業員を派遣するとともに、一定の
費用を援助。

問町健康福祉課 福祉グループ ☎ 42 － 6635

家族介護者支援事業
 ●家族介護教室

 ●ほっと広場（家族介護者交流事業）

○内　容：介護者の介護にかかる負担の軽減を図る
ため、介護予防や介護の方法、介護をす
る方の健康づくりなどの知識または技術
を習得するための教室を開催。

○利用料：無料（実費負担あり）
問川西町社会福祉協議会 ☎ 42 － 3040

○内　容：介護者の心身の元気回復と孤立感の解消
を図るため、介護の悩みを相談したり、
介護者相互の情報交換や交流の場を提供。

○利用料：昼食代等の一部を負担あり。
問川西町社会福祉協議会 ☎ 42 － 3040

 ●認知症の方を介護する家族のための介護者のつどい
○内　容：日頃の介護の悩みや思い等を自由に話す場。
○期　日：5月27日、７月22日、９月30日、１１月25日、
　　1月27日、3月9日　各日午前１０時～１１時３０分
○場　所：生きがい交流館　　○利用料：無料
問地域包括支援センター ☎ 46 － 5511

Ｈｅａｌｔｈ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

サポーター養成講座
 ●認知症サポーター養成講座

○内　容：認知症について理解し、認知症の人やその
家族を温かく見守り支援するサポーターを
養成するための講話等。（60分～90分）

○利用料：無料

○内　容：介護予防の基礎知識を学び、町の介護予防事
業や地区サロンに協力できる方を養成（年５
回）

○利用料：無料

 ●介護予防サポーター養成講座

○対象者：おおむね６５歳以上の高齢者で、自分で
　食事の支度をすることが困難な、一人暮
　らしまたは高齢者のみの世帯の方

○内　容：昼食のお弁当を、安否確認も兼ねてご自
　宅に配達します。

○利用料：１食あたり３００円で、平日週５日まで
　の利用が可能です。

問町健康福祉課 介護支援グループ ☎ 42 － 6638

●配食サービス事業

問地域包括支援センター ☎ 46 － 5511
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介護予防のために
 ●元気アップ教室

○内　容：理学療法士、接骨師等によるストレッチ
やレクリエーション等を週１回、全１２回
開催。５月、９月、１２月の３コース。

○利用料：１回３００円（送迎込み）
※対象者にはご連絡します。
問地域包括支援センター ☎ 46 － 5511

 ●すこやか塾（年 3 回開催）
【会場：浴浴センターまどか】
○内　容：ストレッチやレクリエーション等
○利用料：1回１，０００円（送迎、昼食、入浴あり）
○時　間：午前１０時～午後１時３０分

【会場：川西町農村環境改善センター等】
○内　容：ストレッチやレクリエーション等
○利用料：無料（送迎あり）
○時　間：午前９時４５分～１１時３０分
※詳細は下記を参照

 ●脳いきいき教室
○内　容：体育館で軽体操やレクリエーション等を

月１～２回程度開催。６月～１２月。
○利用料：月５００円（体育館利用料）
※初回のみ保険料として１，０００円が必要です。
※定員３０名。
問川西町民総合体育館 ☎ 46 － 2277

 ●すこやかサロン（認知症等予防事業）
○内　容：閉じこもりの解消や認知症予防等を目的にレ

クリエーションや軽体操、趣味活動、健康講
座等を開催。参加回数は週１回または月２回。

○利用料：１回１，２３０円（送迎、昼食付き）及び
材料費等の実費負担あり。

※生活保護世帯の方は無料。
問町健康福祉課 介護支援グループ ☎ 42－6638

 ●いきいきサロン（地域介護予防活動支援事業）
○内　容：生きがい活動や仲間づくりができるよう

に、地域の公民館等を活用して気軽に集
える場です。

○利用料：無料（実費負担あり）
問川西町社会福祉協議会 ☎ 46 － 3040

 ●川西ころばん塾 
○対象者：元気アップ教室を受講した方
○内　容：理学療法士等による転倒予防のための軽

運動等を月２回、全１０回開催。
６月、１２月開始の２コース。

○利用料：１回３００円
※対象者にはご連絡します。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎ 42 － 6640

安心、安全のために

 ●うつ予防訪問事業
○内　容：保健師による家庭訪問、個別ケア。
○利用料：無料
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎ 42 － 6640

 ●訪問型口腔機能の向上事業
○内　容：歯科衛生士、保健師の訪問によるお口の

手入れ等の指導。（３ヶ月間）
問地域包括支援センター ☎ 46 － 5511

 ●緊急通報システム設置事業
○対象者：６５歳以上の高齢者で、緊急時に不安を

抱えるひとり暮らしまたは高齢者のみの
世帯の方

○内　容：緊急時にボタンを押すだけで警備員に連
絡できる装置を設置。

○利用料：１か月あたり５５０円
問町健康福祉課 福祉グループ ☎ 42 － 6635

 ●救急医療情報キット配備事業
○対象者：６５歳以上のひとり暮らしまたは高齢者

のみの世帯
○内　容：迅速で適切な救急活動が行えるよう医療情

報を記録したキットを居宅に配備します。
○利用料：無料
問町健康福祉課 福祉グループ ☎ 42 － 6635

高齢者の健康づくりや生活を応援します！！

「第１回すこやか塾」参加者募集！
■ 対　　象　６５才以上の方
■ 期　　日　６月１５日㈪
■ 内　　容　「花の山形！しゃんしゃん体操」等
■ 講　　師　介護福祉士　能登　慶太氏
■ 会　　場　川西町農村環境改善センター　
■ 時　　間　午前９時４５分～１１時３０分
■ 利用料金　無料
■ 申込締切　６月５日㈮
■ 申し込み　定員３０名（希望者に送迎あり）

下記まで電話申込。申込多数の場合、初回参加者
の参加を優先させていただくことがあります。申
込後、参加決定の通知を郵送いたします。

問町健康福祉課 健康推進グループ ☎ 42 － 6640

健康情報ひろば

ぜひ活用してください！
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健康カレンダー 問町健康福祉課 健康推進グループ
☎４２－６６４０

母子健康手帳交付
〈期　　日〉６月８日㈪、２２日㈪
〈受付時間〉午前９時～午後４時３０分
〈場　　所〉川西町役場 健康福祉課
〈持 ち 物〉妊娠届出書
※ご都合がつかない場合はご連絡ください。

すくすく赤ちゃん健康診査
〈期　　日〉６月１９日㈮
〈受付時間〉午後１時～１時１５分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉平成２７年１月１６日～３月１５日

生まれの乳児
〈内　　容〉身体計測、診察等
〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、おむつ

３歳 6 か月児健康診査
〈期　　日〉６月２６日㈮
〈受付時間〉午後１時～１時１５分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉平成２３年１１月～１２月生まれの幼児
〈内　　容〉身体計測、内科・歯科診察等
〈持 ち 物〉母子健康手帳、問診票、尿、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※対象者へ事前に問診票・尿容器等を郵送します。

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉６月２５日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対象者〉 〈受付時間〉
平成 25 年 6 月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 26 年 4 月、平成 24 年
6 月、12 月生まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦及び夫 13:50 ～ 14:00
〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※２歳のお子さんは、うがいや歯みがきの指導があ
りますので１時間程度かかります。

　５月生まれの方へ、
　子育て支援医療証を郵送します
郵送となるのは、１歳児から小学６年生までの
誕生日が５月２日から６月１日生まれの方
です。
■新しい医療証の有効期間
平成２７年６月１日～平成２８年５月３１日まで
※小学６年生は平成２８年３月３１日まで
これまでの医療証は、平成２７年５月３１日までご使
用いただけます。医療機関を受診する際は、医療証の
有効期間を確認してからご使用ください。
■郵送時期 ５月中旬ごろ※申請は必要ありません。
■健康保険証に変更がある場合は、届出が必要です
次のものをお持ちのうえ、窓口へお越しください。

（持ち物）お子さんの健康保険証、医療証、印鑑（認印）
※次に該当する方は、申請手続きが必要です
　平成２７年２月２８日以前に有効期限を迎えてから
更新手続きがお済みでない方は、窓口での申請が必要
です。
■申請に必要なもの
・お子さんの健康保険証、医療証、印鑑（認印）
・平成２６年１月１日に本町に住所がない方は、扶養
者の平成２５年分の所得額と控除額のわかる書類
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

献　　血
〈期　　日〉６月１１日㈭

〈 対 象 者 〉 １６～６９歳の健康な方
〈 持 ち 物 〉献血カード

ママパパ教室
〈期　　日〉６月１８日㈭
〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対象者〉初妊婦とその夫
〈申込方法〉６月１１日㈭まで電話で申し込み
〈 持 ち 物 〉母子健康手帳

子宮頸がん検診・乳がん検診
〈期　　日〉６月２２日㈪、２５日㈭
〈受付時間〉午後１時～１時２０分
〈場　　所〉南陽検診センター
※詳細は個人通知書をご覧ください。

Ｈｅａｌｔｈ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

献血時間 場　所
　９：３０～１１：３０ ㈱殖産工務所
１３：３０～１５：３０ 公立置賜総合病院

適正受診を心がけましょう
★今月のポイント★
 同じ症状、病気で複数の医療機関を受診すること
は控えましょう。みなさまにご負担いただく保険料
や医療費の増加につながるだけでなく、検査や薬の
重複などで体に悪影響を与えてしまう心配がありま
す。今受けている治療に不安があるときは、そのこ
とを医師に相談しましょう。
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へ
～

地域包括支援センターだより
問町健康福祉課 介護支援グループ内 地

ちいきほうかつしえん
域包括支援センター☎４６－５５１１

いつまでも健やかに住み慣れた地域で生活していけるように、地域包括
支援センターを積極的にご活用ください。

健康情報ひろば

認知症になっても安心して暮らせるまちづくり
認知症の方を介護する「介護者のつどい」のご案内
　認知症のことや介護のことで不安に感じたりわからないことがあったら、ひとり
で悩まないことが大切です。認知症介護を経験している方同士のつながりをもつ
と思いが共有できたり、貴重なアドバイスを得ることで日頃の悩みを軽くできます。
家族が認知症で心配な方、認知症に関心のある方などどなたでもぜひ一度ご参加く
ださい。

介護者のつどい
会場：生きがい交流館（美女木）
時間：午前１０時～１１時３０分　
期日：平成２７年　５月２７日（水）
　　　　　　　　　７月２２日（水）
　　　　　　　　　９月３０日（水）
　　　　　　　　１１月２５日（水）
　　　平成２８年　１月２７日（水）
　　　　　　　　　３月　９日（水）
内容：茶話会
料金：無料

問生きがい交流館☎４６－５５１１

西大塚カフェ
会場：ケアセンターとこしえ西大塚
時間：午後１時３０分～３時
期日：平成２７年　６月１８日（木）
　　　　　　　　　８月２０日（木）
　　　　　　　　１０月１５日（木）
　　　　　　　　１２月１７日（木）
　　　平成２８年　２月１８日（木）

内容：茶話会・体操
料金：無料

問ケアセンターとこしえ西大塚☎４２－３５５５

認知症の人を支えあう「認知症サポーター養成講座」
　認知症を正しく理解して地域で認知症の人や家族
を温かく支えていただく「認知症サポーター」養成
講座を実施しています。
時間：６０分～９０分
内容：部落や自治会、職場等の集まりに出向きます。
電話でお問い合わせください。

中郡小学校での認知症サポーター養成講座の様子▶
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４
月
18
日
に
「
第
28
回
遅
筆
堂
文
庫 

生
活
者
大
学
校
」
が
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ

ラ
ザ
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
以
前
か

ら
、
里
の
暮
ら
し
事
務
局
も
実
行
委
員
の

一
員
と
し
て
協
力
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
「
生
活
者
」
と
い
う
言
葉
に
あ
ま
り
馴

染
み
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
は
良

く
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
生
活
者
」

を
改
め
て
調
べ
て
み
る
と
「
生
活
者
と
は
、

多
様
な
価
値
観
を
持
っ
て
、
多
様
な
生
活

行
動
を
す
る
者
の
こ
と
」（
出
典 

ウ
キ
ィ

ペ
デ
ィ
ア
）
と
あ
り
ま
す
。
井
上
ひ
さ
し

さ
ん
が
提
唱
し
、
そ
れ
か
ら
28
回
も
続
い

て
い
る
「
生
活
者
大
学
校
」
へ
ほ
ぼ
毎
年

来
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と
い
う
方
も
お
り
、

移
住
や
交
流
と
も
違
う
価
値
観
で
川
西
町

を
見
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き

ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
る
と
、
初
め
て

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
図
書
館
が
素
晴

ら
し
く
て
、
こ
ん
な
町
に
住
み
た
か
っ

た
」「
景
色
、
人
々
、
店
や
交
通
機
関
等
、

都
心
と
比
べ
、
海
外
と
同
じ
よ
う
に
カ
ル

チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
人
間
的
に

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
羨
ま

し
い
限
り
で
す
。」
と
い
っ
た
感
想
、（
参

加
し
講
座
を
受
け
）「
し
っ
か
り
勉
強
し

ま
し
た
。
希
望
を
持
っ
て
、
地
元
で
頑
張

り
ま
す
」
と
い
っ
た
方
な
ど
、
川
西
町
で

元
気
を
も
ら
っ
て
帰
ら
れ
る
方
が
多
い
こ

と
に
感
動
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
世
の
中
が
便
利
に
な
り
、
案

内
表
示
や
来
場
者
へ
の
対
応
が
ど
ん
ど
ん

親
切
に
な
っ
て
い
る
世
の
中
の
た
め
か
、

何
も
か
も
「
あ
っ
て
当
た
り
前
」
の
よ
う

な
要
望
も
多
く
、
そ
れ
に
応
え
る
の
は
難

し
い
と
感
じ
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
ひ
と
つ
に
「
川
西
町
は
フ
レ
ン

ド
リ
ー
。
地
元
の
人
が
外
部
の
人
々
に
奉

仕
の
精
神
で
こ
の
事
業
を
運
営
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
毎
回
強
く
感
じ
る
。
一
方
的
で

は
な
く
、
お
互
い
に
負
担
し
合
う
よ
う
な

形
（
具
体
的
に
は
不
明
）
に
な
れ
ば
、
長

続
き
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
進
む
で
あ
ろ
う
移

住
や
交
流
事
業
に
対
し
て
も
、「
お
互
い

に
負
担
し
合
う
よ
う
な
形
」
で
無
理
の
な

い
、
継
続
的
な
取
組
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
紹
介
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
昨
年
度
か
ら
継
続
す
る
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
（
地
域
づ
く
り
担
当
）
４
名

に
加
え
て
、
４
月
１
日
付
で
農
業
研
修
生
を

１
名
、
５
月
１
日
付
で
地
域
づ
く
り
担
当
２

名
を
新
た
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
農
業
研
修
生
制
度
は
、
町
内
で
の
新
規
就

農
を
目
指
し
て
必
要
な
ス
キ
ル
を
学
ん
で
い

た
だ
く
も
の
で
、
本
年
度
か
ら
新
た
に
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
取
り
組
み
に
な
り
ま
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
地
域
づ
く
り
担
当

及
び
農
業
研
修
生
）
は
総
務
省
が
進
め
る
取

り
組
み
で
、
住
ま
い
を
任
地
に
移
し
た
う
え

で
、
地
域
を
町
民
と
と
も
に
元
気
に
す
る
様
々

な
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
づ
く
り
推
進
室

 

☎
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新
潟
県
十
日
町
市
の
宿
泊
割
引
券

を
活
用
く
だ
さ
い

～
１
泊
２
日
１
人
３
０
０
０
円
割
引
券
を

配
布
し
ま
す
～

　
全
国
川
西
会
議
（
ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
）

を
構
成
す
る
自
治
体
の
ひ
と
つ
新
潟
県
十

日
町
市
で
は
、
指
定
宿
泊
施
設
の
宿
泊

費
（
１
泊
２
日
）
か
ら
、
１
人
に
つ
き
３
，

０
０
０
円
を
割
引
す
る
「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
誘
客
促
進
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
に
は
、
数
多
く
の
温
泉
地
、

景
勝
地
、
国
宝
火
焔
土
器
、
そ
ば
や
魚
沼

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
の
自
慢
の
食
べ
物
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
を
利
用
し
、
ご
家

族
や
仲
間
同
士
、
職
場
や
地
域
の
団
体
な

ど
で
本
町
と
友
好
都
市
で
あ
る
十
日
町
市

を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
な
お
、
割
引
券
の
利
用
可
能
期
間
は
平

成
28
年
３
月
31
日（
木
）ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
枚
数
に
限
り
が
あ
り
、
無
く
な
り
次
第

終
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
づ
く
り
推
進
室

 

☎
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▲生活者大学校、吉里吉里忌開催後の羽前小松駅。駅は人で溢れた。

▼地域おこし協力隊。左から窪村郁子さん、久保木崇さん、
柚木大祐さん、　長岡義和さん、長岡未実さん、江本一宏さん。

◀農業研修生の鎌田寿さん。
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町
長

　原

　田

　俊

　二

新
幹
線
の
よ
う
に
全
力
で 

　
桜
の
季
節
も
過
ぎ
、
夏
の
陽
光
の
中
で
成
人

式
を
開
催
、
百
七
十
二
名
の
新
成
人
の
門
出
を

祝
い
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
大
変
盛
り

上
が
り
、
素
晴
ら
し
い
成
人
式
で
し
た
。
全
日

本
で
活
躍
す
る
高
橋
健
太
郎
君
も
出
席
し
て
く

れ
、
注
目
の
人
で
し
た
。
新
成
人
一
人
ひ
と
り

の
夢
が
叶
う
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

　
先
月
募
集
さ
れ
た
株
式
会
社
か
わ
に
し
森
の

マ
ル
シ
ェ
出
資
に
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
来
年
オ
ー
プ
ン
す
る
町
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
を
運
営
す
る
株
式
会
社
へ
の
増
資
を

お
願
い
す
る
も
の
で
、
川
西
町
に
住
所
を
有
し

一
株
三
万
円
の
出
資
協
力
を
い
た
だ
く
も
の
で

す
。

　
株
で
一
儲
け
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

「
森
の
マ
ル
シ
ェ
」
が
楽
し
く
賑
や
か
な
施
設

と
し
て
末
永
く
皆
さ
ん
に
可
愛
が
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
こ
う

と
い
う
の
が
今
回
の
趣
旨
で
す
。
二
百
名
の
皆

さ
ん
に
賛
同
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

会
社
ス
タ
ッ
フ
も
充
実
、
こ
れ
か
ら
建
設
と

運
営
、
品
ぞ
ろ
え
の
充
実
に
向
け
た
生
産
者

へ
の
技
術
指
導
な
ど
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
積
極
的
な
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

　
皆
さ
ん
は
時
速
三
百
キ
ロ
で
走
る
新
幹
線

が
な
ぜ
速
く
走
れ
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。

車
体
を
ア
ル
ミ
製
に
し
て
軽
量
化
す
る
、
空

気
抵
抗
の
少
な
い
ボ
デ
ィ
ー
、
線
路
は
カ
ー

ブ
を
な
く
し
直
線
に
、
継
ぎ
目
の
な
い
レ
ー

ル
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
踏
切
が

な
い
、
信
号
機
の
集
中
制
御
な
ど
研
究
開
発

さ
れ
た
最
高
技
術
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

特
筆
す
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
日

本
の
新
幹
線
は
全
て
の
車
輪
が
回
転
し
て
進

ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
蒸
気

機
関
車
の
よ
う
に
先
頭
車
両
だ
け
が
牽
引
し

て
前
に
進
む
の
で
は
な
く
、
新
幹
線
全
車
両

の
車
輪
が
モ
ー
タ
ー
で
回
っ
て
高
速
運
転
し

て
い
る
の
で
す
。
私
は
こ
の
話
に
大
変
感
動

し
ま
し
た
。
一
つ
一
つ
の
車
輪
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
伝
え
前
進
し
て
い
る
の
で
す
。

　
今
回
の
会
社
へ
の
応
援
や
ま
ち
づ
く
り
も

同
じ
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
新

幹
線
の
車
輪
の
よ
う
に
し
っ
か
り
回
っ
て
川

西
町
発
展
の
た
め
に
自
覚
と
覚
悟
を
も
っ
て

最
善
を
尽
く
す
。
町
民
も
役
場
も
同
じ
認
識

に
立
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
出
資
い
た
だ
い
た
状
況
か
ら
こ
の
こ
と
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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フレンドリー
プラザ

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 20：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 18：00 
■は休館日

町立図書館・遅筆堂文庫 こどもの本

おとなの本
『ハザードマップの活かし方』

 鈴木　康弘著  　光文社刊

●６月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

『ないしょのかくれんぼ』ビバリー・ドノフリオ文
バーバラ・マクリントック絵　福本友美子訳　ほるぷ出版刊

「天災は忘れた頃にやってくる」自治体か
ら配られたハザードマップ、身近な所に
おいてありますか？　活用法を理解して、
あなたやあなたの大切な人の命を守って
ください。

女の子のマリアとねずみのネズネズは同
じ家に住む、家族にもないしょの友だち
です。ある夏の晩にママがいないことに
気付いた二人は、ママをさがしはじめま
す。家中の部屋をめぐり、二人がママを
見つけた場所は…。遊び心たっぷりの絵
にも注目して読んでみてください。

●遅筆堂文庫読書会
６月 14 日 ㈰　14：00 ～　参加費無料

● 6 月のおはなし会
6 月 13 日 ㈯ 11：00 ～ 11：30  おはなしのへや
おはなし会きらきらさんの紙芝居と読み聞かせ

■プラザ寄席 vol.23
　落語「入船亭扇辰独演会」

５
２３ ㊏

　語られる情景が目に浮かぶ
卓越した表現力と歯切れの良
い語り口、落語初心者から見
巧者までどっぷりと古典の世
界に浸ることができる噺家、
入船亭扇辰師匠。

【開　演】19：00 開演　　　※全席自由
【場　所】フレンドリープラザ・ロビー特設寄席
【料　金】一般 3,000 円、Pla's 会員 2,800 円
　　　　高校生以下 1,500 円　※当日 200 円増

【開　演】　１４：００開演　　　※全席指定
【場　所】フレンドリープラザ・劇場
【料　金】一般 4,000 円　Pla's 会員３,800 円
　　　　  青少年育成席（25 歳未満）1,000 円

■こまつ座　第１１０回公演
　「父と暮せば」

　ヒロシマを舞台
に繰り広げられる
父と娘の優しくも
壮絶な命の会話。
　平和の尊さを後
世に語り継ぐ、こ
ま つ 座 渾 身 の 作
品。
　この作品を観た
ことのない方はもちろん、過去にご覧になった方も、
戦後７０年のこの機会にもう一度ご家族皆さんで観て
みませんか。幸せとは何か、平和な日常を取り戻すと
は何か…考え、話し合ってみませんか。

５
１７㊐

●朗読セミナー
６月 17 日 ㈬　18：00 ～　参加費 1,000 円

■ 菜の花プラザシニア団第 2 回公演
　とりかえばやもっか１３

５
３１ ㊐

【開　演】14：00 開演
【料　金】1,000 円（高校生以下無料）※当日200 円増

　眼の前で、マイクもなしに、たっぷりと噺を聴ける
贅沢な時間！　是非皆さんも堪能してください。

爆笑必至のコミカルファンタジー。
笑いどころ満載、見どころ満点、落
としどころはちょっぴり風刺。
これやっぱりシニアじゃなきゃでき
ないかも…。

■ グループる・ばる vol.22
　蜜柑とユウウツ - 茨木のり子異聞 -

６
３０ ㊋

【開　演】19：00 開演　　　※全席指定
【料　金】一般 4,500 円　会員 4,000 円　
　　　　青少年育成席（２５歳未満）1,000 円
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…４月分届出…

　　　　７人

　　　　  　２４人

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

５月の町税等 川西町の人口

５月・６月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先
健 康 相 談
（こころのひきこもりの健康相談）

６月８日㈪・２２日㈪
午前９時～午後４時 30分 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０
弁護士
消費生活相談

６月１０日㈬
午後２時～４時 町役場相談室 町住民生活課

☎ ４２－６６１６

行政相談 ６月１７日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

無料法律相談 毎週月曜日
午前９時～午後５時

山形県高齢者総合
相談センター

山形県高齢者総合相談センター
☎０２３－６２２－６５１１

６月

16,286 人（－ 38）
男　　　7,974 人（－ 17）
女　　　8,312 人（－ 21）
世帯数　5,176 世帯 ( － 7)

※4月末日現在の住民基本台帳人口

氏名 年齢 大字
和田　藤栄 ８６ 洲　島
平間　てつ ９０ 時　田
齋藤　明男 ９０ 堀　金
笹川　憲一 ７９ 大　舟
佐藤　武男 ８６ 上小松
吉田　辰子 ８６ 上小松
金子　ジン ９３ 上奥田
佐藤　つね ９２ 上小松
飯澤　てい ９７ 西大塚
黒田　コン ９４ 吉　田
遠藤　謙吉 ８５ 上小松
白石　正子 ８８ 小　松
嶋貫　良吉 ８４ 下小松
佐々木りよ ９３ 中小松
今野　芳子 ９４ 吉　田
舟山　とよ ９４ 上小松
御供　博美 ６１ 上小松
江口　幸子 ６２ 小　松
和田オキヨ ９４ 洲　島
横山知惠子 ８３ 上小松
島貫　チヨ ９２ 洲　島
板花　勝見 ８４ 堀　金
髙橋　　克 ８４ 玉　庭
小林　金次 ７０ 中小松

◆登録用メールアドレス・ＱＲコード
【bosai-touroku
@town.kawanishi.yamagata.jp】

◆登録解除用メールアドレス・ＱＲコード
【bosai-taikai
@town.kawanishi .yamagata.jp】

災害情報を配信する「登録制メール」をご活用ください

●固定資産・都市計画税
●上下水道使用料（４月使用分）

口座振替日　５月２８日㊍
納付期限　　６月　１日㊊

期　　間 当番店（社） 電話番号

５月１１日～１７日 ㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

５月１８日～２４日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

５月２５日～３１日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

６月１日～７日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業㈱ ☎４２－４１１１

６月８日～１４日 ㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０

６月１５日～２１日 ㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

※「よろこび かなしみ」の掲載につ
いては、掲載希望をいただいた方の
み掲載をいたしております。

氏名 性別 保護者 大字

土屋　咲
さくと
翔 男 誠 ・ 弘美 上小松

古山　愛
あいり
莉 女 徹 ・香緒里 尾長島

菊地　英
えいと
翔 男 英司・久美子 上小松

木村　皇
おうが
雅 男 謙一・ 祐果 大　舟

舟山　笑
えみり
凜 女 達朗・ 佳奈 中小松

齋藤　　陽
よう
女 勝 ・ 恵 上小松

須貝　　澪
みお
女 正幸・ 訓子 黒　川
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晴
れ
て
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
川
西
町
を
担
う
皆
さ
ん
の

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。


